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宝
徳
本

『太
平
記
』
復
元
考

-

河
村
秀
頴
校
合
本
に
よ
る
t

菅
長

坂

成

行

一
、

序

尾
張
藩
士
稲
葉
通
邦
が
、
親
友
神
村
忠
貞
所
蔵
の
宝
徳
年
間
奥
書
を
有
す
る
古

写
本

『
太
平
記
』
三
十
九
巻

(巻
二
+
二
は
欠
)
の
書
写
か
つ
校
正
を
了
え
た
の
は

安
永
十
年

(
一
七
八
一
)
二
月
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
の
通
邦
書
写
本
は
、
今
日
国

立
国
会
図
書
館
に
現
蔵
、
宝
徳
本

『
太
平
記
』
と
通
称
さ
れ
る
が
、
巻

一
か
ら
巻

十
ま
で
し
か
残
存
し
な
い
零
本
で
、
そ
れ
が
故
に
奥
書
年
代
の
古
さ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
さ
し
て
重
視
さ
れ
る
伝
本
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
同
じ
頃

(通
邦
が
書
写
し

た
や
や
後
か
と
推
さ
れ
る
)
同
藩

の
国
学
者
河
村
秀
頴
が
、

そ
の
架
蔵
無
刊
記
整
版

(
1

)

本

『
太
平
記
』
(以
下
こ
れ
を
河
村
本
と
呼
ぶ
)
に
問
題
の
宝
徳
古

写
本

と
整
版
本

(流
布
本
)
と
の
校
異
を
朱
書
し
て
お
り

(名
古
屋
市
立
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵
)、

こ
れ

に
よ

っ
て
宝
徳
本
の
巻
十

一
以
降
の
本
文
の
様
相
を
か
な
り
の
程
度
具
体
的
に
窺

(
2
)

い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
小
稿
は
河
村
本
の
校
異
に
よ
る
宝
徳
本
の
復
元
、
お
よ

び
諸
本
の
中
で
の
位
置
付
け
を
試
み
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
い
さ
さ
か
の
問
題
を

提
起
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
奥
書
を
め
ぐ

っ
て

宝
徳
本

(国
立
国
会
図
書
館
蔵
)
巻

一
か
ら
巻
九

(巻
+
は
巻
末
約

一
丁
分
欠
落
の
た

め
奥

書
は
不
明
)
ま

で

、
お
よ

び

河

村

本

巻

十

以

降

に
よ

っ
て

知

り

得

る
奥

書

・
識

語

の
類

を

一
覧

す

れ
ば

次

表

の
如

く

に

な

る

(
宝
徳
本
巻

一
冒
頭
お
よ
び
巻

二
末
尾

・

巻
三
冒
頭

に
あ
る
稲
葉
通
邦
識
語
は
江
戸
中
期

の
も

の
で
、
か

つ
注

(
2
)

の
旧
稿
で
検

討

済
み
な
の
で
省
略

し
、

こ
こ
で
は
宝
徳
古
写
本

に
存

し
た
で
あ
ろ
う
も

の
の
み
記
す
)
。

〔宝
徳
本

『
太
.平
記
』
奥
書

・
識

語

一
覧
〕

(講

繍
離
簿
雛

馳
)

巻
数
栖
灘

備
考

巻

頭

巻

尾

1
⊥

-
⊥

斎

室
宝
正
居
士
三

校
了

宝
徳
三
轟

仲
冬
瞥

書
功
畢

9
白

9
臼

○

二
校

宝
徳
三
季
辞
季
冬
仏
成
道
日
功
早

3

3

別
補

×

×

4

4

○

宝
徳
三
季
粋
季
冬
十
八
日
功
早

匠0

匠
0

○

一
校

了

設
U

ρ
0

○

一
校

ワ
ー

7
σ

○

一
校
了

B

8

一 一 一i

○

一
校
了

宝
徳
一蒋

正
月
廿
三
日
功
早
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0
ゾ
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ゾ

×

十一

×
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現 コ
存 コ
マ

ア
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11

一以
下
河
村

一本

ニ
ヨ
ル

○

X!X

12

12

※

○

干
時
宝
徳
四
年
正
月
日

一
校
葦

13

13

○

一
校
畢

14

14

×

X

15

15

○

一
書
写

一
校
畢

16

16

17

○

17

一
校
葦

叉

一
校
早

○

一
校
了

岩
宝
徳
四
年
壬
申
三
月

日
募

江
州
甲
賀
郡
圓
岳
宝
正
居
士
勧
縁

信
奄
曳
洪
誠
庫
写

18

18

○

一
校
了

19

19

○

一
宝
徳
二
年
三
月
呈

日毒

叉

一
校
了一
校
畢

20

20

○

　

蒋

宝
徳
二
轟

沽
洗
塁

.畢

21

21

○

　

…
宝
徳
二
天
二
月
+
三
日
翠

校,校
了 了

22

22

欠

2324

23

欠

24

欠

25

25

○

宝
徳
二
二
天
二
月
念
日
功
早

262728

2627

×

×

○

重

徳
三

天
二
月
廿
吾

摯

一
校
了

○

一
宝
徳
二
二
天
卯
月
九
日
功
早

一

一
校
了

30 29

28

○

一
校
了

コ

29

一

○

一
校
了

宝
徳
四
稔

五
月
十
五
日
功
「早

31

30

○

一
校
了

32

31

×

一
校
了

33

32

○

×

34

33

×

一
校
了

宝
徳
二
年
六
月
七
日
功
早

35

34

○

一
校
了

宝
徳
=
天
六
月
+
鯖

庵
南
功
早

36

35

○

×

37

36

i--

i

-一 　

「

O

一
校
了

38

37

○

宝
徳
=
天
孟
秋
日
永
泉
西
軒
下
功
早

39

38

○

宝
徳

四
天

七
月
七
日
之
緩

一
日
功
早

一
校
了

40
上

40
下

39

○

宝
徳
二
年
天
七
月
廿
六
日
功
早

40

×

宝
徳
二
天
初
秋
上
漸
功
畢

右
依
為
悪
筆
可
賜
鳥
焉
馬
錯
伏
乞

博
李
君
子

一
覧
而
下
雌
黄
手
不
亦
幸
哉

※
奥
書

の
後
に

「
天
満
天
神
授
衣
之
記
」
な
ど
を
記
す

(
二
丁
分

)
。

全
四
十
巻

(巻
四
十
が
上

・
下
と
あ
る
の
で
厳
密
に
は
四
十

一
巻
)
の
う
ち
約
三
分
の

二
の
巻
の
末
尾
に
あ
る
奥
書
に
よ
っ
て
、
宝
徳
本
は
宝
徳
三
年

(
一
四
五
一
)
十

一

月
末
日
か
ら
翌
四
年
七
月

二
十
六
日
ま
で
の
間
に
書
写
お
よ
び
校
正
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

巻

一
・
巻
二
は

「
二
校
了
」
、

巻
十
六

・
巻
十
九
は

「
一

校
　卒
、
又

一
校
早
」
と
あ
り
、
巻
に
よ
っ
て
二
度
校
正
を
施
し
て
い
る
。

さ
て
巻
頭
の

「主
明
室
宝
正
居
士
」
と
い
う
識
語
も
、
巻
末
の
奥
書
も
な
い
巻
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三

.
九

.
十
四

・
二
十
六
の
四
巻
を
他

の
巻
々
と
同

一
に
看
倣
し
て
よ
い
か
と
い

う
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
。
巻
三
は
冒
頭
に

通
邦
云
此

一
本
宝
徳
古
写
本
闘
　
後
人
補
填
亦
是
古
写
本
也

と
い
う
朱
書
が
あ
り
、
宝
徳
古
写
本
で
は
な
い
と
判
る
も
の
の
、
河
村
本
は
巻
三

表
紙
見
返
し
に

宝
徳
ノ
古
写
本
ヲ
得
テ
校
合
之
加
朱
書

と
し
、
以
下

宝
徳
本
之
三
目
録
下

二
朱
書
之
通

リ

と
し
て
整
版
本
と
の
目
録
の
相
違
を
示
す
。
す
な
わ
ち
秀
頴
は
こ
の
巻
も
宝
徳
古

写
本
と
看
倣
し
て
い
る
よ
う
で
通
邦
と
見
解
を
異
に
す
る
が
、
通
邦
が

「亦
是
古

写
本
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え

て
、
こ
の
程
度
の
錯
誤
は
止
む
を
得
ま
い
。

巻
九

.
十
四

・
二
十
六
は
奥
書
は
な
い
が

「宝

二
…
…
」
と
し
て
校
里
ハが
あ
り
、

少
な
く
と
も
秀
頴
は
宝
徳
写
本
と
看
倣
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
取
り
敢
え
ず

こ
れ
に
従
う
べ
き
だ
ろ
う
。
必
ず
し
も
全
巻
に
奥
書
が
存
し
た
と
考
え
る
必
要
は

な
く
、
巻
三
以
外
は
同
じ
古
写
本
と
み
て
大
過
な
か
ろ
う
。

奥
書
の
中

で
注
目
す
べ
き
は
巻
十
七

・
三
十
五

・
三
十
八
お
よ
び
四
十
下
の
そ

れ
で
あ
る
。
巻
十
七
の
奥
書
を
再
掲
す
る
。

一
校
了

岩
宝
徳
四
年
壬
申
三
月

日
募

江
州
甲
賀
郡
圓
岳
宝
正
居
士
勧
縁

信
奄
隻
洪
誠
模
写

版
本
巻
十
七
末
尾
の
狭
い
余
白

(幅
二
.
五
セ
ン
チ
、
高
さ
+
一
セ
ン
チ
程
度
)

に
細

字
で
朱
書
し
て
い
る
た
め
充
分
に
読
み
取
れ
な
い
文
字
が
存
す
る
が
、
ほ
ぼ
右

の

よ
う
に
解
し
得
る
。
二
行
目
の

「月
」

と

「
日
」
の
間
の
空
白
は

「
三
月

日
」

と
す
る
際
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

「募
」

は

「暮
」
の
誤
り
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ

ろ
う
。
三
行
目
は

一
行
に
書
い
て
い
る
が
、

「縁
」
と

「信
」
の
間
が
半
字
分
程

空
い
て
お
り
、
宝
徳
本
は
こ
こ
で
改
行
し
て
い
た
が
余
白
が
な
い
た
め
に
秀
頴
が

一
行
に
詰
め
て
書
い
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
奥
書
の
意
味
は

(
3

)

宝
徳
四
年
三
月
某
日
の
日
暮
に
、
近
江
国
甲
賀
郡
の
圓
岳

(
こ
れ
を
寺
名
と
と

る
か
、そ
れ
と
も
下
の
宝
正
居
士
と
つ
な
げ
て
明
室
宝
正
の
別
称
と
考
え
る
か
は
不
明
)

の
宝
正
居
士
の
勧
縁
と
し
て
、
信
奄
曼
洪
誠
が
模
写
し
た
。

と
で
も
な
ろ
う
か
。
明
室
宝
正
が
原
本
の
旧
蔵
者
で
お
そ
ら
く
既
に
故
人
と
な

っ

て
お
り
、
そ
の
供
養
の
意
味

で
信
輩
洪
誠
が
書
写
し
た
と
解
し
て
お
く
。
明
室
宝

正

.
信
篭
隻
洪
誠

(隻
は
老
人
の
謂
)
と
も
に
禅
僧
で
あ
ろ
う
が
、
具
体
的
な
閲
歴

は
全
く
検
し
得
ず
後
考
を
待
ち
た
い
。
巻
三
十
五
の

「永
泉
禧
南
」
・
巻
三
十
八

の
「
永
泉
西
軒
下
」
は
書
写
の
場
所
を
示
す
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も

「
永
泉
捲
」

(お
そ
ら
く
禅
寺
の
塔
頭
名
)
が
具
体
的
に
何
処
か
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

書
写
者
の
名
が
あ
る
奥
書
は
こ
の
巻
十
七
の
み
だ
が
、
こ
の
巻
だ
け
が
他
の
巻

々
と
は
異
な
る
事
情
で
写
さ
れ
た
と
す
る
積
極
的
根
拠
は
見
当
た
ら
ず
、
ほ
ぼ
全

巻
同
じ
書
写
状
況
に
あ
り
、
偶
々
巻
十
七
の
み
に
こ
の
奥
書
が
あ

っ
た
と
考
え
て

お
き
た
い
。

巻
四
十
下
は
、
玄
玖
本
で
言
え
ば
巻
三
十
九
の
末
尾

「神
木
帰
座
之
事
」
以
下

お
よ
び
巻
四
十
に
相
当
し
、
大
尾
は

「光
厳
院
崩
御
事
」
で
終
わ
り
、
そ
の
後
に

次
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る
。

宝
徳
二
天
初
秋
上
溜
功
畢

右
依
為
悪
筆
可
賜
鳥
焉
馬
錯
伏
乞

(博
学
か
)

博
李
君
子

一
覧
而
下
雌
黄
手
不
亦
幸
哉

こ
の
奥
書
が
あ
る
以
上
、
該
章
段

(「光
厳
院
崩
御
事
」)
が
大
尾
で
あ
る
こ
と
疑
い

無
く
、
こ
れ
は
現
在
ま
で
に
報
告
さ
れ
た
こ
と
の
な
い

『
太
平
記
』
終
結
部
の
あ

り
方
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
奥
書
に
よ

っ
て
知
り
得
る
宝
徳
本
の
書
写
年
時
は

宝
徳
三
年

・
四
年

(
一

四
五
一
.
五
二
)
で
あ
り
、
巻
二
十
二
を
欠
く

『
太
平
記
』
の
書
写
年
代
と
し
て
は
、

そ
の
巻
二
十
九
末
尾

(刊
本
躍
頁
)
に
附
記
さ
れ
る
足
利
幕
府
執
事
管
領
職
の
補
任
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大良
太
刀く

次
第
か
ら
推
知
し
得
る
原
西
源
院
本
の
書
写
年
代
ー

応
永
十
九
年

(
一
四
一
二
)

以
後
、
応
永
二
十
八
年

(
一
四
二
一
)
以
前

〔解
説
5
頁
〕
i

に
次
い
で
古

い
も
の

と
言
え
る
。
し
か
し
西
源
院
本
は
奥
書

は
な
く
、
奥
書
年
時
の
明
徴
あ
る
完
本
に

近
い
伝
本
と
し
て
は
最
古
の
も
の
と
言

え
る
。

さ
ら
に
宝
徳
本
巻
三
十
三
の
巻
頭
目
録
の
う
ち

「東

寺

合

戦

事
」
の
下
に
は

「
鷹
永
廿
三
年
丙
申
當
六
十
年
」
と
い
う
注
記
が
存
す
る
。
東
寺
合
戦
は
文
和
四

年

(
一
三
五
五
)
二
月
か
ら
三
月
に
か
け

て
の
京
都
で
の
南
北
両
軍
の
合
戦
を
さ
し
、

応
永
二
十
三
年

(
一
四
一
六
)
ま
で
は
確

か
に
六
十
年
に
な
る
。
問
題
は
こ
の
注
記

の
記
入
時
期
だ
が
、
宝
徳
四
年
の
時
点

で
記
入
す
る
必
然
性
は
な
く
、
従

っ
て
応

永
二
十
三
年
そ
の
時
点

で
の
注
記
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
宝
徳
本
の

(
4
)

原
本
は
応
永
二
十
三
年
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
前
述
の
原
西

源
院
本

の
推
定
書
写
年
時
に
ほ
ぼ
重
な
る
。

応
永
二
十
三
年
と
い
う
年
時
を
原
宝
徳
本
全
体
に
及
ぼ
す
こ
と
に
は
や
や
躊
躇

(
5
)

を
覚
え
る
に
し
て
も
、
大
多
数

の
写
本

が
十
六
世
紀
後
半

の
書
写
と
さ
れ
る
中
で

十
五
世
紀
中
葉
の
書
写
奥
書
の
あ
る
伝
本

の
存
在
が
確
認
出
来
た
こ
と
は
貴
重
で
、

以
下
そ
の
本
文
の
内
容
を
紹
介
し
つ
っ
系
統
を
特
定
す
る
こ
と
を
主
だ
る
目
標
に

し
て
考
察
を
進
め
た
い
。

三
、
巻
数
お
よ
び
巻

の
分
割
に
つ
い
て

注

(2
)
の
旧
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
河
村
本
は
巻
数

・
巻
区
分
の
位
置

・
章

段
名

・
章
段
区
分
の
位
置
等
の
外
形
的
要
素
は
勿
論
の
こ
と
、
本
文

の
校

異

も

『参
考
太
平
記
』
の
そ
れ
を
上
回
る
程

の
密
度
で
も

っ
て
注
記
し
て
い
る
。
し
か

し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
宝
徳
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
の
で
秀
頴
の
校
異
を
通
じ
て
宝

徳
本
の
実
態
を
推
知
す
る
と
い
う
も
ど
か
し
さ
は
否
め
ず
、
以
下
の
論
述
は
そ
う

し
た
制
約
の
下
で
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
。

ま
ず
巻

二
十
二
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
現
存
宝
徳
本
巻

一
冒
頭
の
稲
葉
通
邦
識

語
中
に

「全
三
十
九
巻

枚
二
別
有
目
録

一
巻
」
と
あ
り
、
こ
の
巻
を
欠
い
て
全
部

で
三
十
九
巻
存
す
る
伝
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
巻
四
十
は
上

・
下
あ
り
、
厳
密

に
は
四
十

一
巻
本
と
な
ろ
う
が
、
上

・
下
併
せ
て

一
巻
と
看
徹
せ
ば
四
十
巻
本
と

い
え
通
邦
の
謂
に
矛
盾
し
な
い
。

河
村
本
の
校
異
か
ら
判
断
す
る
と
他
に
巻
二
十
三

・
二
十
四
も
欠
く
よ
う
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
通
邦
識
語
の
内
容
と
は
異
な
り
、
そ
の
後
何
ら
か
の
事
情
で
失
な

わ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
欠
巻
後

の
こ
の
部
分
は
伝
本
系
統
を
特
定
す
る

上
で
極
め
て
重
要
な
指
標
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、
欠
落
が
惜
し
ま
れ
る
。

玄
玖
本
な
ど
古
態
と
さ
れ
る
伝
本
の
巻
二
十
六

・
二
十
七
の
二
巻
に
相
当
す
る

部
分
を
、
宝
徳
本
は
次
の
如
く
三
巻
に
分
け
る
。

巻

二

十

六

(
6
)

持
明
院
殿
御
即
位
事

吉
野
炎
上
事

一
巻

二
+

七

賀
名
生
皇
居
事

直
冬
西
国
下
向
事

巻
二
+
圏

清
水
寺
炎
上
事
付
田
楽
事

天
下
惟
異
事

前
述
の
巻
数
と
こ
の
巻
分
割
の
有
様
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
宝
徳
本
は
鈴
木
登
美

(
7
)

恵

氏

の

い
う

乙

類

本

(
甲
類
本

の
巻

二
十
六

.
二
十
七

の
二
巻

に
相
当
す

る
部
分
を
三
巻
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に
分
割
し
て
全
体
を
四
+
巻
に
す
る
本
)
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

で
は
そ
の
他
の
部
分

の
巻
分
割
の
あ
り
方
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
巻
十
五
は

「賀
茂
神
主
改
補
事
」
で
終
わ
ら
ず
に

コ
局
駿
河
守
引
古
例
事
」
ま
で
と
し
、
巻

十
六
を

「
西
国
蜂
起
官
軍
進
発
熊
山
合
戦
事
」
か
ら
は
じ
め
る
。
こ
の
形
は
玄
玖

本

.
西
源
院
本
な
ど
古
態
と
さ
れ
る
伝
本
の
巻
区
分
に

一
致
す
る
。
ま
た
巻
三
十

三

(宝
徳
太
は
巻
二
十
六
・
二
十
七
・
二
十
八
で
一
巻
増
ん
る
た
め
、
玄
玖
本
な
ど
で
は
巻

三
+
二
に
相
当
す
る
巻
)
は

「
八
幡
御
託
宣
事
」
ま
で
を
収
め
、

巻
三
十
四
は

「
三

上
皇
自
芳
野
御
出
事
」
か
ら
始
め
る
。

こ
の
区
分
の
仕
方
も
玄
玖
本

・
西
源
院
本

な
ど
に

一
致
し
、
梵
舜
本

・
流
布
本
な
ど
と
は
異
な
る
。
巻
三
十
七

(玄
玖
本
で
は

巻
三
+
六
に
相
当
)
は

「南
方

ノ
勢
没
落
越
前
匠
作
禅
門
上
洛
事
」
で
終
わ
り
、
巻

三
十
八
を

「
当
今
自
江
州
還
幸
事
」
か
ら
始
め
る
。
こ
の
区
分
も
玄
玖
本

・
西
源

院
本
な
ど
に
同
じ
で
、
流
布
本
な
ど
と
は
異
な
る
。

玄
玖
本
な
ど
の
巻
三
十
九

・
四
十
に
相
当
す
る
部
分
を
、
玄
玖
本
は
巻
四
十
上

.
下
と
す
る
。
上
は

「
諸
大
名
諜
道
朝
事
」
で
終
わ
り
、
下
は

「
春
日
神
木
御
帰

座
事
諸
卿
供
奉
事
」
で
始
ま
る
。
こ
の
上

・
下
の
区
切
り
方
は
毛
利
家
本

・
天
正

本
の
類
の
巻
三
十
九

・
四
十
の
分
割
に
同
じ
と
い
う
や
や
特
異
な
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
部
分
の
箇
所
は
玄
玖
本
な
ど
甲
類
本
に

一
致
す
る
分
割
位

置
で
あ
る
も
の
の
、
巻

二
十
六
～
二
十
八
は
乙
類
本
に
、
そ
し
て
巻
四
十
上

・
下

は
毛
利
家
本

・
天
正
本
に

一
致
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
部
分
に
よ

っ
て
様
々
な
状

態
で
あ
る
。
巻
の
区
切
り
方
の
み
か
ら
本
文
系
統
の
特
定
が
で
き
な
い
こ
と
は
勿

論
で
あ
る
が
、
し
か
し
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
も
、
宝
徳
本
全
体
が
現
存
の
ど
れ

か

一
系
統
の
伝
本
に
同
定
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
少
し
く
複
雑
な
性
格
を
持

つ

で
あ
ろ
う
こ
と
は
予
測
出
来
る
。

四
、
記
事
の
有
無

お
よ
び
配
列
順
序

『
太
平
記
』
に
は
諸
本
に
よ

っ
て
記
事
の
有
無
が
あ

っ
た
り
、
記
事
の
配
列
順

序
が
異
な
る
部
分
が
あ
る
。
宝
徳
本
の
本
文
系
統
を
さ
ぐ
る
手
続
き
の

一
つ
と
し

(
8
)

て

「玄
玖
本
太
平
記
解
題
」
を
参
考
に
し
つ
つ
、
こ
の
問
題
を
検
討
し
た
い
。

巻

一
、
浅
原
為
頼
の
こ
と
、
中
原
章
房
の
こ
と
は
な
し
。
巻
三
、
金
剛
山
由
来

の
こ
と
も
な
し
。

巻
四

「
笠
置
囚
人
死
罪
流
刑
事
」
の
範
囲
の
記
事
の
配
列
順
序
は
玄
玖
本

・
南

都
本
な
ど
に
同
じ
。
但
し
具
行
最
期
の
こ
と
、
殿
法
印
良
忠
の
こ
と
は
な
く
毛
利

家
本

・
米
沢
本

・
梵
舜
本
に
同
じ
あ
り
方
で
あ
る
。

巻
五
、
天
正
本
の
類
の
冒
頭
に
み
え
る
正
慶
改
元
、
光
厳
天
皇
大
嘗
会
、
九
条

忠
教
の
こ
と
な
ど
諸
記
事
は
な
い
。

巻
十

一
の

「金
剛
山
寄
手
等
被
詠
事
」
の
章
段
は
巻
末
で
は
な
く
、

「
義
貞
注

進
到
来
事
」
と

「筑
紫
合
戦
事
」
と
の
間
に
あ
り
、
こ
の
順
序
は
毛
利
家
本

・
梵

舜
本
に

一
致
す
る
。

巻
十
四
、
西
源
院
本
の
み
末
尾
の

「
日
吉
御
願
文
事
」
を
欠
く
が
、
宝
徳
本
は

他
本
と
同
じ
く
こ
の
記
事
を
持

つ
。

巻
十
六

「
尊
氏
卿
御
上
洛
事
付
同
御
瑞
夢
事
」
の
中
の
和
田
範
長
討
死
の
こ
と
の
位

置
は
前
田
家
本
以
外
の
諸
本
に
同
じ
。
熊
山
合
戦
の
こ
と
、
和
田
範
長
討
死
の
こ

と
は
あ

っ
て
毛
利
家
本

・
梵
舜
本

・
流
布
本
に
同
じ
。
小
山
田
高
家
青
麦
を
刈
る

こ
と
は
な
く
玄
玖
本
な
ど
に
同
じ
。

巻
十
九
、
北
畠
顕
家
討
死
の
こ
と
は
な
く
、
天
正
本
の
類
、
流
布
本
以
外
の
諸

本
に
同
じ
。

巻
二
十

一
「法
勝
寺
炎
上
事
」
の
位
置
は
天
正
本
の
類

・
梵
舜
本
以
外
の
諸
本

に
同
じ
。

巻
二
十
六

「大
塔
宮
亡
霊
宿
胎
内
事
」
の
次
に
阿
閣
世
王
の
記
事
は
な
く
、
米

沢
本

・
毛
利
家
本

・
前
田
家
本
以
外
の
諸
本
に
同
じ
。
黄
梁
夢
の
こ
と
の
位
置
は

天
正
本
の
類
以
外
の
諸
本
に
同
じ
。

巻
二
十
八
、
師
直
大
炊
御
門
邸
を
焼
く
記
事
は
な
く
天
正
本
の
類
以
外
の
諸
本
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大良
フr埴
刀く

に
同
じ
。
長
講
田
楽
見
物
の
こ
と
は
あ

っ
て
、
天
正
本
の
類
以
外
の
諸
本
に
同
じ
。

左
馬
頭
義
詮
上
洛
の
こ
と
は
な
く
、
神
田
本

・
西
源
院
本

・
京
大
本

・
玄
玖
本
に

同
じ
。
上
杉
畠
山
最
期
の
こ
と
も
あ

っ
て
天
正
本
の
類
以
外
の
諸
本
に
同
じ
。
雲

景
未
来
記
事
は
巻
尾
に
あ
り
神
田
本

・
西
源
院
本
に
同
じ
。
崇
光
天
皇
大
嘗
会
の

こ
と
は
な
く
、
神
田
本

・
西
源
院
本

・
京

大
本

・
玄
玖
本
に
同
じ
。

巻
二
十
九
、
漢
楚
合
戦
事
は
あ
り
、
京

大
本
以
外
の
諸
本
に
同
じ
。
巻
三
十

一
、

八
重
山
蒲
生
野
合
戦
の
こ
と
は
な
く
天
正
本
の
類
以
外
の
諸
本
に
同
じ
。

巻
三
十
六
に
北
野
通
夜
物
語
の
事
は
あ
る
が
、
そ
の
中
の
記
事
の
有
無
に
問
題

が
あ
る
。
日
蔵
上
人
の
こ
と

・
泰
時
修

行
の
こ
と

(但
し
末
尾
は
欠
け
る
)
は
あ
り
、

貞
時
修
.行
の
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
だ
け
な
ら
ば
西
源
院
本

・
今
川
家
本
の
あ
り
方

に
近
い
の
だ
が
、
宝
徳
本
は
さ
ら
に
北
条
時
頼
廻
国
の
こ
と

・
青
砥
左
衛
門
の
こ

と

・
遁
世
者
の
現
世
批
判
の
記
事
を
欠
く
と
い
う
独
自
な
形
を
も
つ
。

巻
四
十
は
前
述
の
よ
う
に
上
巻
と
下
巻
に
分
か
れ
る
が
、
下
巻
の
記
事
順
序
に

問
題
が
あ
る
。
巻
四
十
下
は
神
木
帰
座
の
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
高
麗
人
来
朝
の
事

と
続
き
、
そ
の
後
記
事
は
中
殿
御
会
の
事

(西
源
院
本

.
流
布
本
で
は
巻
四
+
の
冒
頭
)

へ
続
く
。
そ
し
て
西
源
院
本
の
巻
四
十
に
相
当
す
る
記
事
を
述
べ
終
わ

っ
た
後
に
、

光
厳
院
行
脚
の
こ
と
及
び
崩
御
事
が
語
ら

れ
大
尾
に
な
る
。
以
下
、
こ
う
推
断
し

た
根
拠
を
述
べ
て
お
く
。
河
村
本
巻
四
十

「
申
殿
御
会
事
」
(章
段
目
録
)
の
欄
上

に

「
九
.ー
前

ヨ
リ
此
本
文

ヘ
ツ
マ
ク
」

(朱
書
)
と
あ
り
、

問
題
の
九
丁
前
と
は

「
神
功
皇
后
攻
新
羅
給
事
」
の
大
尾
か
ら

「
光
厳
院
禅
定
法
皇
行
脚
事
」

へ
と
移

る
部
分
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

「
光
厳
院
禅
定
法
皇
行
脚
事
」
(章
段
目
録
)

の
欄

上

(河
村
本
巻
一.一+
九
の
二
十
七
丁
目
ウ
ラ
)
に
は
、

「此
段
宝
徳
本
四
十
巻
大
尾

二

出
ル
」
と
朱
書
し
、
ま
た

「
此
段
宝

二
終
迄
ナ
シ
大
尾

二
書
顕
ス
」
と
も
あ
る
。

さ
ら
に
光
厳
院
崩
御
の
事
の
後
に
最
終
の
奥
書
が
あ
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で

あ
る
。
以
上
か
ら
、
光
厳
院
崩
御
事
が
す

べ
て
の
記
事
の
大
尾
に
置
か
れ
て
い
る

も
の
と
判
断
せ
ぎ
る
を
得
な
い
。
但
し
、
河
村
本
巻
四
十
の
大
尾
、

申
夏
無
為
ノ
代

二
成
テ
目
出
カ
リ
シ
事
共
也

と
い
う
結
び
の
条
に
注
記

(例
え
ば
、

「
二
+
丁
前
ノ
光
厳
院
行
脚
ノ
条
ヘ
ッ
寸
ク
」
と

か
)
が
な
い
の
は
い
さ
さ
か
不
審
だ
が
、

そ
れ
が
な
く
と
も
、
今
ま
で
示
し
た
徴

証
に
よ
っ
て
右
の
推
考
は
充
分
に
認
め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
宝
徳
本
独
自
の
大
尾
の

(
9
)

あ
り
方
が
意
味
す
る
所
、
あ
る
い
は
こ
こ
か
ら
派
生
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を

改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

以
上
、
記
事
の
有
無

・
配
列
の
特
徴
か
ら
み
て
も
宝
徳
本
は
現
存
の
或
る

一
本

に
全
て
合
致
す
る
伝
本
で
は
な
い
。
が
、
大
旨
の
傾
向
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
天
正

本
の
類
の
伝
本
に
あ
る
特
異
な
記
事
は
な
く
、
古
態
と
さ
れ
る
神
田
本

・
西
源
院

本

・
玄
玖
本
の
持

つ
特
徴
を
基
調
に
し
、
ご
く

一
部
に
毛
利
家
本

・
梵
舜
本
の
傾

向
が
み
ら
れ
、
ま
た

一
部
に
宝
徳
本
独
自
の
特
徴
も
持

つ
伝
本
と
言
え
よ
う
。

五
、
詞
章
の
異
同

本
来
な
ら
ば
校
異
に
よ
っ
て
復
元
で
き
る
宝
徳
本
本
文
全
体
の
翻
刻
を
示
す
べ

き
で
あ
ろ
う
が
、
量
的
に
膨
大
な
も
の
に
な
る
し
、
ま
た
本
文
系
統
特
定
の
上
で

は
そ
の
必
要
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
巻

一
か
ら
巻
十
ま
で
は
国
立
国
会
図
書
館
に
稲

(
10
)

葉
通
邦
書
写
本
が
現
存
し
、
か
つ
高
橋
貞

一
氏
に
簡
単
な
紹
介
も
あ
る
の
で
省
略

し
、
今
回
は
巻
十

一
以
降
で
本
文
系
統
を
考
え
る
上
で
質
的
量
的
に
重
要
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
異
文
を
示
す
。
そ
の
際
、
個
々
の
異
文
が
古
態
と
さ
れ
る
四
系
統
の

(
11
)

伝
本

(神
田
本
系
・
西
源
院
本
系

・
玄
玖
本
系

.
南
都
本
系
)
の
う
ち
の
い
ず
れ
の
伝
本

の
詞
章
に
近
い
か
の
認
定
を
中
心
に
述
べ
、
そ
の
意
味
す
る
所
に
つ
い
て
は
他
日

を
期
し
た
い
。
従

っ
て
、
以
下
い
さ
さ
か
単
調
な
記
述
に
終
始
す
る
こ
と
を
お
こ

と
わ
り
し
て
お
く
。

*

*

*

巻

十

三

「
藤
房

卿

遁

世

事

付
諫
皐

」

の

八
幡

行

幸

の
行

列

に

つ
い
て

の

一
節

は

、

藤
房
卿

モ
時

ノ
大

理

ニ
テ
御
坐

ス
ル
ヒ
、

今

ハ
是

ヲ
限

ノ
供
奉
ト
被
レ
思

ケ
レ

ハ
、

軽
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付
鈴
付
タ

ル
大
童
子

四
人
雑
色
下
部
廿
人
、
例

ヨ
リ

モ
爽

二
出
立

セ
テ
警

躍
ノ
声
高

ラ

カ

ニ
、

当
-
ヲ
払

テ
供
奉

セ
ラ
ル
・
伏
拝

二
馬

ヲ
止

テ
男
山
ヲ
上
り
給

フ
途

(
13

)

(西
源
院
本

謝
貞
相
当
)

と

あ
り

、
神

田
本

.
玄

玖
本

・
南

都
本

に

同

じ
本

文

を
持

つ
。

西

源

院

本

は

行

装

の
描

写

が
詳

細

。

巻

十

四

の
冒

頭

「
足

利

殿

与

新

田

殿
窪

執

事

両

家

奏

状

事

」

は

足

利
宰
相
尊
氏
卿
討
手

ノ
大
将

ヲ
承

テ
関
東

二
下
リ

シ
後
、
相
模
次
郎
時
行
度

々
ノ
合

戦

二
打
負

テ
、

関

東
程
ナ
ク
静
誼

シ
ケ
レ

ハ
、

勅
約

ノ
上
何

ノ
相
違

力
可
レ有

ト

テ
、

未

タ
宣
旨

ヲ
モ
不
レ被

レ下
、
其
門
下

ノ
人

ハ
、

足
利
征
夷
将
軍

ト
ソ
申

ケ
ル

(
53
気
り㌦∪
ー
)

で
始

ま

り

、

神

田

本

・
西

源

院

本

・
玄

玖

本

・
南

都

本

と

も

同

じ

、
新

田

・
足

利

の
確

執

の
因

を

述

べ
る

部

分

も

こ

の
古

態

四
本

の
本

文

に

同

じ

で

あ

る
。

巻

十

四

「
箱
根

竹

下

軍
事

」

の
十

二

日
合

戦

の
宮

方

が

優

勢

で
あ

る
辺

り

の

一
節

、

旗

ノ
数
次
第

二
減

シ
テ
、
今

ハ
十
分

力

一
モ
見

ヘ
サ
リ
ケ

ル
間
、
義
貞
勝

二
乗

テ
責
上

ル
、
鎌
倉
勢

ノ

シ
ト

ロ
ニ
成

ケ
ル
時
、
村
上
河
内
守
信
貞

一
族

四
十
余

人
、
都
合
其
勢

　
マ

マ
　

五
百
余
騎

一一
テ
義
貞

ノ
勢

ヲ
追
下

ス
、
手

負
死
人
数
人

二
及

ヘ
リ
、

直
義
感

シ
給

テ
、

タ

、
ウ
紙

二
恩
賞

ノ
下
文

ヲ
書

テ
与
プ

ル
、
信
濃
国
塩
田

ノ
庄
ト
ソ
聞

ヘ
シ
、
彼
成
王

桐

葉

二
書

テ
士

二
与
給

シ
先
躍

二
准

ヘ
ラ
レ
タ
リ

ト
ソ
覚
タ

ル

(
鵬
貞
)

「
と

あ
り

玄

玖
本

・
南

都

本

・
西

源
院

本

に

同

じ
。

神

田
本

は

村

上

信

貞

の
功

の

こ

と

を
記

さ

な

い
。

巻

十

四

「
諸

国
蜂

起
事

」

の
末

尾

は

此
宿

ニ
テ
彼
龍
馬
俄

二
病
出

シ
テ
、
臆

テ
死

ニ
ケ

ル
コ
ソ
不
思
議

ナ
レ
、

カ

・
ル

ヘ
キ

表
事

二
此
馬
兼

テ
ヨ
リ
、
出

タ
リ
ケ

ル
ヤ
ラ
ン
ト

ソ
覚

シ
、

サ
レ

ハ
始

メ
万
里
小
路
中

納
言
藤
房
卿

ノ
諌
言
ヲ
奉

ラ

レ
シ
時
、
夫
天
馬
ヲ
用

ル
所

ヲ
案

ス

ル
ニ
、
大
逆
不
慮

二

来

ル
日
急
ヲ
告

ル
時
、
其
用
有

リ
、
是
静
誼
ヲ
案

ス
ル

ニ
、
朝

二
於

テ
兼

テ
大
乱

ノ
備

ヲ
儲

ク
、

量
不
吉

ノ
表
事

二
候

ハ
ス
ヤ
、

ト
申

サ
レ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
今

ソ
思

ヒ
合

セ
ラ
レ

ケ
ル

(
調
頁
)

と

あ
り

西

源

院

本

に

一
致

す

る

。

神

田

本

・
玄

玖

本

・
南

都

本

は
龍

馬

を

藤
房

の

諌

言

に

結

び

つ
け

る

記

述

を

欠

く

。

巻
十
五

「
正
月
茄
日
京
合
戦
事
」
の
末
尾
、
玄
玖
本

・
南
都
本

・
西
源
院
本
と

も
に
、

持
明
院
殿
の
院
宣
を
受
け
ん
が
た
め
に
薬
師
丸
を
帰
京
さ
せ
る
記
事

(西

源
院
本
姐
頁
)
を
持
つ
が
、
宝
徳
本
は
こ
れ
を
欠
く
。
天
下
を
君
と
君
と
の
争
い
に

す
る
と
い
う
尊
氏
の
意
図
を
露
骨
に
示
す
記
事
で
あ
り
、
削
除
さ
れ
た
も
の
か
。

斎

菅

*

巻

十

六

「
尊

氏

卿

申

コ
下

テ
持

明

院

々
宣

一
上

洛

.
福

山

合

戦

義

貞

退
舟

坂

正
成

兵

庫

下

向

子

息

遺

訓

事

」

の
将

軍

出

発

に

し

た

が

う
人

々

の
条

、

将
軍

ハ
吉
良
石
塔
仁
木
細
川
荒
河
斯
波
吉
見
渋
川
桃
井
畠
山
山
名

一
色
加
子
岩
松
等

ヲ

始

メ
ト
シ
テ
、
宗

ト
ノ

一
族
四
十
余
人
、

高

一
党
五
十
余
人
、
上
杉

ノ

一
類
三
十
九
人
、

土
岐
佐

々
木
赤
松
千
葉
宇
都
宮
小
田
佐

竹
小
山
結
城

ノ

一
党
、

三
浦
河
越
大
友
厚
東
菊

池
大
内
等
先
ト

シ
テ
、
外
様

ノ
大
名
百
六
十
頭
、
其
船
七
千

五
百
六
十
余
艘

ノ
内
、
宗

ト
ノ
大
船
蓬
来
須
弥
山

モ
載

ル
計

ノ
舟
、
将
軍

ノ
御
座
船

己
下
茄
艘

ナ
リ
、

(
娚
貞
)

と

あ

り

西

源

院
本

・
玄

玖
本

・
南

都
本

に

同

じ

。

神

田
本

は
簡

略

(刊
本
謝
頁
上
)

で

あ

る
。

巻

十

六

、

正

成

兵

庫

下

向

の
条

、

提

言

を
拒

否

さ

れ

た
正

成

の
述
懐

は

正
成
此

ノ
上

ハ
サ
ノ
ミ
異
儀
ヲ
申

二
不
レ
及
候
、

且

ハ
恐

レ
有
リ
、

サ
ラ

ハ
大
敵
ヲ
欺

キ

シ
ヱ
タ
ケ
、
勝
軍

ヲ
全

ク
セ
ン
ト
ノ
智
謀

叡
慮

ニ
テ

ハ
無

ク
、

只
無

ニ
ノ
戦
士
ヲ
大

軍

二
充

ラ

レ
ン
ト
計

ノ
仰
ナ

レ

ハ
、
討
死

セ

ヨ
ト

ノ
勅
定

コ
サ

ム
ナ
レ
、
義

ヲ
重

シ
死

ヲ
顧

ヌ
ハ
忠
臣
勇
士

ノ
存

ス
ル
所
也

ト
テ
、
其
日
臆

テ
正
成

ハ

(
姐
頁
)

と

あ
り

玄

玖
本

・
西

源
院

本

に

同

じ
。

神

田
本

・
南

都

本

は

こ

の
部
分

、
簡

略

で

あ

る
。

巻

十

六

「
本

間

孫

四

郎

遠

矢

事

」

の
始

め
は

只

一
騎
和
田

ノ
御
崎

ノ
波
打
際

二
打

テ
出

テ
、
矯

ノ
蹄

ヲ
渚

ノ
波

二
浸

シ
テ
白
泡

カ

マ

セ
テ
引

ヘ
タ
ル
所

二
、
雌

一
羽
浪

ノ
上

二
飛
落
テ
、

二
尺
計

ナ

ル
魚

ヲ

一
ツ
瓢
テ
漢

ノ

方

へ
飛
行

ケ
ル
所

二
、
重
氏
思

ピ
ケ
ル

ハ
、

此
大
事

ノ
中

ニ
テ
此
鳥

ヲ
射
テ
人

二
見

セ

ハ
ヤ
ト
思

テ
、

上
指

ノ
鏑

ヲ

一
抜
出

テ
、

二
所
藤

ノ
大
弓
取
テ
番

ピ
ケ
ル
所

二
、
鳥
漸

ク
遠

サ
カ
リ
波

ノ
上
六
七
町
延

ヒ
ヌ
ラ

ン
ト
見

ユ
ル
程

二
、
馬

ノ
鐙

二
波

超

ス
計
潮

二

懸

ケ
浸

シ
テ
、
追
様

ニ
カ
ケ
鳥

ニ
ソ
射

タ
リ
ケ
ル
、
態
ト
生

ナ
カ
ラ
射

テ
落

サ
ン
ト
ヤ
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大良奈

思

ケ
ン
、

鏑

ハ
鳴
響

テ
長
鳴

シ
テ
、
雲
海

二
遠
サ
カ

ル
鳥

ヵ
月
羽

カ
イ
ヲ
、

ハ
タ
ト
射

切

テ
、
鏑

ハ
大
内
介

力
舟

ノ
帆
柱

二
沓
巻
過
テ

一
ト
揺

リ
ク
テ
ソ
立

タ
リ

ケ
ル(
斬
頁
)

と

あ
り

西

源
院

本

・
南

都

本

に

近

い
。

特

に

傍

線

部

の
詞

章

は

西

源

院

本

に
同

じ
。

玄

玖

本

・
神

田
本

は
簡

略

。
本

間

の
矢

を

射

返

す

人

物

の
選

を

尊

氏

が

命

ず

る
条

、

御
方

二
誰

力
此

ノ
矢
射
返

ヘ
キ
者
誰

力
有

ル
、
サ

ス
カ
多
キ
勢

ト
云
ナ
カ
ラ
、
東
国
四

十
余
頭
九
国
珊
余
頭
、
其
外
中
国
四
国
北
国

ノ
輩
、

大
略
残

リ
少

ク
コ
ソ
相
随

フ
ラ
メ
、

此
内

二
此
矢
射

ル
程

ノ
者
ナ
ト
カ
無

ル
ヘ
キ
、
射
返

シ
候

へ
、

ト
被
仰

ケ
レ

ハ
、
皆

カ

タ
ツ
ヲ
呑

テ
音

モ
セ
ス

(
螂
頁
)

と

あ

り

、

こ

れ
も

西

源

院

本

に
同

じ

(
玄
玖
本
も
)
。

神

田

本

・
南

都

本

は

簡

略

。

巻

十

六

「
聖

主

又

臨

幸

山

門

事

」

の

は

じ

め

は

、

京
中

ノ
貴
騰
思
儲

サ
ル
事

ノ
様

二
騒
動
周
章
斜
ナ
ラ

ス
、
男
女
東
西

二
迷

ヒ
、
君
臣
足

乎

ヲ
空

ニ
ス
、
官
軍
若

シ
戦

二
利

ヲ
失

フ
事

ア
ラ

ハ
、
去
正
月

ノ
如

ク
、
又
山
門

へ
行

幸

ス

ヘ
キ
由
兼
日

ヨ
リ
議

ヲ
定

メ
ラ
レ
ケ
レ

ハ
、

五
月
廿

五
日
主
上
三
種

ノ
霊
器

ヲ
先

二
立

テ
奉

テ
、

再
龍
駕

ヲ
叡
山

二
廻
ラ
サ

ル
、
於
戯
悲
哉
元
弘
元
年

ニ
ハ
武
威

ヲ
怖

レ

テ
王
者
帝

都

ヲ
出
奔

シ
、
同

二
年

ニ
ハ
己

二
戎
士

二
囚

レ
御

テ
、

遠
嶋

二
震
襟

ヲ
悩

マ

シ

・
カ
ト

モ
、

皇
位

ク
チ
セ
サ
レ

ハ
、

立
所

二
累
代
権
柄

ノ
戎
士

ヲ
亡

シ
、
始

テ
公
家

天
ド

ヲ

一
統

セ
ラ

レ
、
再

ヒ
旧
代

二
復

セ
シ

ニ
、
未

三
年

ヲ
タ

ニ
過

ヌ

ニ
、
又
此
乱
出

来

テ

(
婿
頁
)

と

あ

り

西

源

院
本

に

一
致

す

る

。

神

田

本

・
玄

玖
本

・
南

都

本

と

は

少

異

が

あ

る

。

こ
の
後

、
山

門

行

幸

に

供

奉

す

る

公

卿

の
人

名

列

挙

の
条

も

西

源

院

本

に

同

じ

(西
源
院
本
鰯
～
娚
貞
)
。
「
持

明
院

本

院

潜

幸

東

寺

事

」

は

押

紙

に

異

文

が

あ

り

、

西

源

院

本

の
本

文

に

一
致

す

る

(
娚

・
夢B
頁
)
。

巻

十

六

「
日
本

朝

敵

事

」

で

は
第

六

天

の
魔

王

の
事

・
将

門

の
首

の
事

を
欠

き

神

田

本

・
玄

玖
本

・
南

都

本

に

同

じ

、

西

源

院

本

は

こ
れ

ら

の
記

事

を

持

つ

(
蜘

.
姻
頁
)
。
巻

十

六

の

終

わ

り

の

「
正
成

首

送

故

郷
事

」

の
母

が

正

行

を
戒

め

る
条

、

幼

キ
心

ニ
モ
能

々
事

ノ
様

ヲ
思

フ
ヘ
シ
、
兵
庫

へ
向

ヒ
シ
時
、

汝
ヲ
留

メ
シ
事

ハ
、
全

ク
腹

ヲ
切

レ
ト

テ
残

シ
置

ス
、

我

縦

ヒ
討

死

ス
ト

モ
汝
残

リ
留

テ
、

一
族

若

党

ヲ

モ
扶

ケ
置

キ
、

身

ヲ
全

ク

シ
、

君

何

ク

ニ
モ
御

座

有

ラ

ハ
ム
ユ

度

義

兵

ヲ
挙

ケ
、

朝

敵

ヲ

亡

シ

テ
君

ヲ

モ
安

泰

二
成

シ
奉

リ
、

父

力
遣

恨

ヲ

モ
散

シ
、

孝

道

ニ
モ
備

ヘ

ヨ
ト

テ

コ
ソ

残

シ
置

キ

シ
身

ナ

ル
ヲ
、

其

ノ
庭

訓

ヲ
具

二
聞

テ
、

我

ニ
モ
語

シ
ソ

カ

シ
、
何

ノ
程

二

忘

レ
テ
当

座

ノ
歎

二
引

カ
サ

レ
テ
、

行

末

モ
顧

ス
、

父

力
恥

ヲ

モ
ス

・
カ

ス
、

我

レ

ニ

猶

愁

キ
目

ヲ
見

セ

ン
ト

ス

ル

ソ
、

ウ

タ

テ

ノ
ア

ト

ナ
サ

ヨ
、

角

テ

ハ
サ

レ

ハ
父

力
訓

ヲ

違

へ
、

祖

父

ノ
跡

ヲ

失

ハ
ン
ト
思

フ

カ
悲

キ

ト
、

声

モ
惜

マ
ス
泣

キ

ク
ト

キ

イ

サ

メ
留

メ
、

兎

テ

モ
猶

兎

モ
角

モ
成

ル

ヘ
ク

ハ
、

ウ

キ
〕

ヲ
重

不
テ
見

セ

ン

ヨ
リ

ハ
、

我

ヲ
先

ツ
殺

セ

ヤ
ト
、

悶
絶

焦

レ
ケ

レ

ハ
、

サ

ス
カ
正

行

幼
少

ノ
心

ニ
モ
、

ケ

ニ
モ
ト
思

ヒ

ツ

・
ケ

ッ

・
、

自
害

ノ
事

ヲ

ハ
止

ニ
ケ
リ
、

父

ノ
遺

言
母

ノ
教

訓

心

二
深

ク
染

マ
リ

ニ
ケ

ア

ツ

レ

ハ
、

其

後

ハ

一
筋

二
身

ヲ
全

ク

シ
テ
、

脱

ナ

ル
戯

ニ
モ
只

此

事

ヲ

ノ
ミ
思

ヒ

ッ

・
、

武

芸

智
謀

ノ
稽

古

ノ
外

、

叉

為

ル
態

モ
無

リ

ケ
リ
、

是

ソ
誠

ノ
忠

孝

ナ

ル
ト
正

行

ヲ
感

セ

ヌ
者

ハ
ナ

シ
、

サ

レ

ハ
幼
少

ヨ
リ
敵

ヲ
亡

ス
智

謀

ヲ
挾

ミ

ケ

ル
行

末

ノ
心

中

コ
ソ

オ

ソ

ロ
シ
ケ

レ

(
媚

・
姻
頁

)

と
あ
り
西
源
院
本
に
同
じ
、
玄
玖
本

・
南
都
本

・
神
田
本
は
や
や
簡
略
。

巻
十
六
は
ほ
と
ん
ど
の
箇
所
が
西
源
院
本
に

一
致
す
る
本
文
を
持

つ
が
、

朝
敵
事
」
の
条
の
異
文
の
み
西
源
院
本
と
は
異
な
る
。

*

*

*

以
上

、

「
日
本

巻

十

七

「
江

州

合

戦

事

」

の
佐

々
木

道

誉

が

近

江

を
手

に

入

れ

る
条

り

、

彼

ル
所

二
佐

々
木
佐
渡
判
官

入
道

々
誉
、
将
軍

ノ
御
前

二
参

テ
申
サ

レ
ケ

ル
ハ
、
江
州

ハ
代

々
佐

々
木
名
字

ノ
守

護

ノ
国

ニ
テ
候
、
小
笠
原
上
洛

ノ
路

ヲ
隔

テ
、
不
慮

二
両
度

二
及
テ
合
戦

ヲ
致

シ
候
其
功

ヲ
以
テ
、
臆
国

ヲ
管
領
仕
候
事
、
道
誉
面

目
ヲ
失
所

ニ
テ

候
、
江
州

ノ
管
領
事
ヲ
給
候

ハ
・
、

即
彼
国

二
下
候
テ
国
中

ノ
朝
敵

ヲ
打
平

ケ
、
坂
本

ノ
通
路

ヲ
差
塞
キ
、
敵

ヲ
兵
根
攻

ニ
シ
候

ヘ
シ
、

ト
申

サ
レ
タ
リ
ケ

レ
ハ
、
将

軍

モ
然

ル
ヘ
シ
ト

テ

(
獅
頁
)

と

あ

り

西

源
院

本

・
南

都
本

に

同

じ

、
道

誉

が

偽

っ
て
宮

方

に
降

参

し

た

と
す

る

神

田

本

・
玄

玖

本

と

は

異

な

る

。
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巻
十
八

コ

宮
御
息
所
之
事
」

後
の
あ
た
り
、

の
う
ち
、
宮
と
御
息
所
の
和
歌
の
贈
答
が
あ
る

死

テ

ハ
同
苔

ノ
下

ニ
モ
ト

思
召

通

ハ
シ

テ
、

十

年

余

リ

ニ
成

ニ
ケ

ル

ニ
、

君

ノ
御

謀

反

顕

レ
サ

セ
給

テ
関

東

ヨ
リ
打

手

上

洛

ス

ト
聞

ヘ
シ

カ

ハ
、

主

上

モ

一
宮

モ
笠

置

へ
落

サ

セ
給

ヒ
タ

リ

シ

カ
共

、

叶

ハ
ス
為

ご
東

使

、
一囚

レ
サ

セ
給

ヒ
タ

リ

シ

カ
、

君

ヲ

ハ
元

弘

　
マ

マ
　

元
年
三
月

七
日
、
千
葉
介
貞
胤
、
小
山

五
郎
左
衛
門
佐
、
佐
木
佐
渡
判
官

入
道
五
百
余

騎

ニ
テ
路
次

ヲ
警
固
仕
テ
、
隠
岐
国
府
嶋

ト
云
所

二
黒
木

ノ
御
所

ヲ
作

テ
流

シ
奉

ル
、

此

一
宮

ヲ

ハ
同

八
日
、

佐

々
木
大
夫
判
官
時
信
路
次

ノ
御
警
固

ニ
テ
、

四
国
土
佐

,畑

へ
被
レ
流

サ
セ
給

シ
カ

ハ

(
瓢
頁
)

と

あ

る
が

、

傍

線

部

以

外

は

諸

本

に

な

い
宝

徳

本

独

自

の
異

文

で

あ

る
。

説

明
的

な

詞

章

を
補

入

し

た
も

の
か

。

巻

十

八

「
渡

義

顕

首

事

」

は

「
比

叡

山

開

開

事

」

の
前

に
入

る

(
巻
頭
目
録

に
よ

る
)
。

本

文

は

西

源
院

本

な
ど

古

態

四
本

に

同

じ

(
河
村
本
第

一
冊

一
オ
の
張
紙

に
朱

書
)
。

「
比

叡

山

開

開

事

」

の
後

半

は

、

所
謂
大
宮
権
現

ハ
、
久
遠
実
成

ノ
古
仏
、
天
照
大
神

ノ
応
作
、
聖
真
子

ハ
九
品
安
養
界

ノ
化
主
、
八
幡
大
菩
薩

ノ
分
身
、

ニ
ノ
宮

ハ
初

メ
大
聖
釈
尊
ト
約

ヲ
ナ

シ
給

ヒ
シ
、
東

方
浄
瑠
璃
世
界

ノ
如
来
、
吾
国
秋
津

洲

ノ
地
主

タ
リ
、
其
後
四
所

ノ
菩
薩
化

ヲ
助

ケ
、

十
方

ヨ
リ
来
、

二
七

ノ
霊
神
光

ヲ
並

ヘ
テ
、

四
辺

二
囲
続

シ
給

フ

(
鵬

・
"
頁
)

と

あ

り
簡

略

で
玄

玖
本

・

南

都

本

に

同

じ

。

西

源

院

本

は

さ
ら

に
詳

細

に

な

る

(神

田
本

は
こ
の
部
分
欠

)
。

巻

二
十

「
斉

藤

七

郎

入

道

々

猷

義

貞

夢

事

」

の
中

の
斉

藤

が

義

貞

の
夢

を

占

す

る
部

分

、

其
比
諸
葛
孔
明

ト
云
賢
人
世

ヲ
背
テ
南
陽

二
在

リ
、

〔
※
〕
劉
備

是
力
賢

ヲ
聞
給

テ
、

則
幣

ヲ
重

シ
礼

ヲ
厚

シ
テ
召

レ
ケ
レ
共

(
㎜
頁
)

と

あ

り

西

源
院

本

・
神

田
本

に

同

じ

。

玄

玖
本

・
南
都

本

は

※

に

孔

明

の

詩

が

あ

る
。

巻

二
十

「
臭

左
中

将

頭
事

」

の

う

ち

、
勾

当

内
侍

と

義

貞

の

出

会

い

の
場

面

、

夜
痛
ク
深
テ
在
明

ノ
月

ク

マ
ナ
ク
差

入
タ

ル
ニ
類

ヒ

マ
テ
ヤ

ハ
ツ
ラ
カ
ラ
メ
ト
打
詠

シ

テ
、

シ
ホ

レ
伏

タ

ル
気

色
、

云

フ

ハ
カ
リ

ナ

ク
ア

テ

ヤ

カ

ナ

レ

ハ
、

中

将
行

末

モ
知

ヌ

道

ニ
マ

ヨ

ヒ
ヌ

ル
心

地

シ
給

フ
、

朝

ヨ
リ

夙

二
帰

リ

テ

モ
、

風

カ

ナ

リ

シ
面
影

ノ
ナ

ヲ

コ

・
モ
ト

ニ
ァ

ル
様

ニ
オ

ホ

エ
テ
、

世

人

態

人

ノ
云

ヵ

ハ
ス
事

モ
耳

二
入

ラ

ネ

ハ
、

心

ヨ

ハ
リ

ヲ

キ

モ

セ

ス
、
寝

モ
セ

テ
夜

ヲ
明

シ
ロ

ヲ
暮

シ

テ
、

若

シ

ル

ヘ
ス

ル
海

人

タ

ニ

ア

ラ

ハ
、

忘

レ
草

ノ
ヲ

フ
ト
云

浦

ノ

ア
タ

リ

ニ
モ
、

尋

ネ

ユ
キ

ナ

マ
シ
ト
、

ソ

・

ロ

ニ

思

シ
ツ

ミ
給

フ
、

ア

マ
リ

ニ
セ

ン
方

ナ
キ

マ

・
二
、

媒

ナ

ル

ヘ
キ
便

ヲ
尋
出

シ
テ
、

タ

ヒ
く

消

息

カ

ヨ

ハ
サ

レ
ケ

レ
共

、

君

ノ
聞
食

レ

ン
事

ヲ
ヤ

コ
ト

ナ

シ
ト

思

ヒ
テ
、

内

侍

手

ニ
タ

ニ
モ
取

ラ

ス
ト
傅

人

申

ケ

レ

ハ
、

申
将

イ

ト

イ
タ

ウ
打

佗

テ
、

誰

ユ

ヘ

ニ
ヤ

ト

ル
襖

ノ
涙
ト

モ
シ
ラ
テ
雲
井

ノ
月
ヤ

ス
ム
ラ
ン
、
ト
恨

ワ
ヒ
テ
中

々
イ

ハ
ス
成

ニ
ケ

リ
、
知

ラ
ス
誰
人
力
奏

シ
申

シ
ケ
ン

(
㎜
頁
)

と

あ

り

、

神

田

本

・
玄

玖

本

に
同

じ

。

西

源
院

本

は
和

歌

(傍

線

)

の
位

置

と

詞

章

が

異

な
る

。

南

都

本

は

ま

た
別

の
異

文

で
今

川
家

本

・
流

布

本

に
近

く

な

る

。

巻

二
十

「
結

城

入

道

堕

地

獄

事

」

の
末

尾

は

清
冷

ノ
池
水

ト
ソ
成

ラ
ン
ト
、
導
師
称
揚

ノ
舌

ヲ
ノ

ヘ
テ
、
聴
衆
随
喜

ノ
涙

ヲ
添

フ
、

誠

二
奇
特

ノ
夢
仏

陀

ノ
告
弥

ヨ
貴
者

ナ
リ
ケ
リ

(
鵬
頁
)

で
終

わ

り

、

地

蔵
菩

薩

の

霊

験

を
称

え

る
文

言

は

な

い
。

傍

線

部

を

除

け
ば

玄

玖

本

・
神

田
本

・
西

源
院

本

に

近

い
。

南

都

本

は
地

蔵

の

こ
と

を

述

べ
る

。

*

*

*

巻

二
十

一

「
塩
冶

判
官

諜

死
事

」

は
特

に
本

文

異

同

が

甚

だ

し

い
章

段

で
あ

る
。

高

貞
妻

に
熱

い
想

い
を
寄

せ

る

師
直

に
辟

易

し

、
当

初

は
手

引

き

を

し

た
侍

従

が

つ

い
に
逃

げ

出

す
条

り

、
次

の

よ

う

に

あ

る
。

兼

好
力
不
祥
、
薬
師
寺

力
高
運
栄
枯
、
前
生

ノ
果
報

ニ
ヤ
ト

ソ
覚

ヘ
シ
、
師
直

ハ
思

ヒ

日
々

二
増

リ
行

ク

ハ
、
今

ハ
混
ラ
恋

ノ
病

二
沈
臥

テ
、
万
事

ヲ
閤
ケ
レ

ハ
、
朝
夕
侍
従

殿
ヲ
招
キ
寄

セ
、
詮
無
キ
御
物
語
故

二
身

ヲ
徒

二
成

サ
ン
ス
ル
事

コ
ソ
悲

シ
ケ
レ
、
人

ノ
妻

ユ
へ
命

ヲ
捨

ン
ス
ル
事

ヨ
、
片
時

モ
御
身

ノ
見

ヘ
サ

セ
給

ハ
ヌ
時

ハ
、
イ
ト

・
心

迷

ヒ
シ
テ
、

ツ
ク
便
リ

モ
無

レ
ハ
相
構

テ
帰
給

フ
ヘ
カ
ラ
ス
、
此
事
故

二
師
直
何

カ

ニ

モ
成

ラ

ム
時
、
御
身
ト
諸
共

二
火

ニ
モ
水

ニ
モ
消

テ
、
冥
途

マ
テ
モ
杖
柱
ト

モ
思

ヒ
奉
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ラ

ム

ナ

ン
ト

、
怖

キ

マ

テ

ニ
聞

ヘ
ケ

レ

ハ
、
侍

従

殿

モ
何

シ

ニ
カ

・

ル
物

語

ヲ

シ
タ

リ

ケ

ン
、

物

ノ
ク

ル

ハ
カ

シ

ニ
ヤ
有

リ

ケ

ン
ト

、
実

二
後

悔

ノ
色

ソ
深

カ
リ

ケ

ル
、

日

二

随

テ
物
狂

ハ
シ
キ
事

ナ

ト
云

ケ

レ

ハ
、
余

リ

ニ
モ

テ

ア

ツ

カ

イ

テ

〔
※
〕

ス

ヘ
キ

ヤ

ウ

無

リ

ケ

レ

ハ
、
侍

従
殿

ヤ

ウ
く

ニ
シ

テ
少

シ

ノ
隙

ヲ
得

、

行

末

モ
知

ラ

ス
失

ニ
ケ
リ

、

師

直

侍

従

殿

ニ
サ

へ
離

レ

ヌ
レ

ハ
、

イ
ト

・
云

ヨ

ル

ヘ
キ
便

リ

モ
無

シ
、

我

レ
ナ

カ

ラ

ハ
カ
ナ

ノ
心

迷

ヤ
、

一
目

モ
見

サ

ル
人

ソ
カ

シ
、

思

ヒ
捨

ハ
ヤ

ト
思

ヘ
ト

モ
、

日

二
随

テ

イ
ト

・
思

ソ

マ
サ

リ

ケ

ル
、

イ

ヤ
く

ア
ラ

ア

チ

キ

ナ

ヤ
、

世

中

二
是

程

思

ハ
シ
ク

ヤ
サ
シ
キ
人
二
心
迷
パ
テ
心
ヲ
ッ
ク
シ
テ
ハ
、
天
下
ヲ
保
テ
モ
何
カ
セ
ン
、
只
理
不
尽

二
押
寄
テ
奪
取
ラ
ハ
ヤ
ト
思
ピ
ケ
ル
カ
、
暫
ク
ス
ヘ
キ
様
有
ト
案
返
シ
テ
、
様
々
二
識

ヲ
運
シ
、
高
貞
隠
謀
ノ
企
有
ル
由
ヲ
将
軍
左
馬
頭

ニ
ソ
訴
申
ケ
ル

(㎜
・
㎜
頁
)

ほ
ぼ
西
源
院
本
に
近
い
詞
章
で
あ
る
が
、
西
源
院
本
は
※
の
部
分
に
、
師
直
が
湯

上
り
の
高
貞
妻
を
盗
み
見
る
場
面
を
持

つ
。
師
直
を
戯
画
化
す
る
こ
の
著
名
な
条

り
を
欠
く
伝
本
は
他
に
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
該
話
の
よ
り
初
期
の
形
態
を
示
す

も
の
か
。

該
章
段
の
後
半
、
即
ち
師
直
の
讃
言
に
あ
い
塩
冶
高
貞
が
妻
子

一
族
と
共
に
京

を
脱
出
し
、
山
名

・
桃
井
等
が
こ
れ
を
追
撃
、
つ
い
に
は
高
貞
が
出
雲
で
自
害
す

る
部
分
も
諸
本
に
よ
る
記
事
順
序

・
詞
章
の
異
同
が
甚
だ
し
い
。
諸
本
は
玄
玖
本

の
類

・
西
源
院
本
の
類

・
天
正
本
の
類

の
三
類
に
大
別
出
来
る
。
記
事
順
序
に
限

っ
て
言
え
ば
玄
玖
本

・
西
源
院
本
は

ー
、
桃
井
の
軍
勢
、
高
貞
の
妻
子
を
攻
め
、
播
磨
の
蔭
山
に
て
惨
死
せ
し
め

る
。

π
、
山
名
時
氏
、
山
陽
道
の
高
貞

を
追
走
。
山
崎
に
て
師
直
の
使

い
と
偽
る

者

(実
は
高
貞
の
部
下
)
に
と
ど
め
ら
れ
停
滞
、
高
貞
、
出
雲
ま
で
逃
げ
の

び
る
。

皿
、
高
貞
、
出
雲
に
下
着
の
後
、
山
名
軍
に
攻
め
ら
れ
自
害
。

の
順
序
で
話
を
進
め
る
。

一
方
、
天
正
本
の
類
は
H

・
1

・
皿
の
順
序
を
と
り
、

宝
徳
本
は
こ
れ
に
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
詞
章
は
天
正
本
と
は
大
幅
に
異
な
り
む

し

ろ

西

源
院

本

に

近

い
。
例

え
ば

、
皿

の
中

の
師

直

の
偽

使

が

山

名

伊

豆

守

を

呼

び

止

め

る
条

、

伊
豆
守

已

二
追
付

ン
ト
シ
ケ
ル
庭

二
、
跡

二
呼

フ
音

シ
ケ
レ

ハ
、

立
留

テ
顧

ル

三
扇
ヲ

上

テ
招
キ
ケ
リ
、
何
事
ヤ
ラ

ン
様
有
リ
ト

テ
、
各
馬

ヲ
引

ヘ
テ
待

ツ
慮

二
、

一
ご
二
町
力

程
近
付

テ
、
是

ハ
執
事

ヨ
リ

ノ
御
使

ニ
テ
候
、
余

リ

ニ
走
リ

テ
候
程

二
苦

シ
ク
候
、
是

マ
テ
打
返

サ
セ
給

へ
、
申

ヘ
キ
事
有
リ
、
ト
ソ
云

ケ
ル
、
何
事

ソ
其

レ
聞
ケ
、

ト
テ
若

党

ヲ
四
五
キ
返
サ

レ
ケ

レ
ハ
、
人

ツ
テ

ニ
申

ヘ
キ
事

二
非

ス
、

ト
云
ケ

レ

ハ
、
伊
豆
守

自

ラ
馬

ノ
鼻

ヲ
引
返

シ
、
何
事

ソ
、
ト
問

ハ
レ
ケ
レ

ハ
、
此

ノ
者

ニ
コ
ト
打
笑

テ
、
実

ニ
ハ
執
事

ノ
御
使

ニ
テ

ハ
候

ハ
ス
、
是

ハ
塩
冶
殿

ノ
御
内

二
新
座

ノ
者

ニ
テ
候

力
、
落

ラ

レ
ケ

ル
事

ヲ
知
リ
候

パ
テ
、
共
仕
候

ハ
ス
、
何

ク

ニ
テ
捨

テ
ン
ス
ル
命

モ
同

シ
事
、

愛

ニ
テ
面

々
ノ
御
手

二
懸

テ
、
冥
途

マ
テ
仕

ル
身
成
候

ヘ
シ
、

ト
云

モ

ハ
テ
ス
、
太
刀

抜

テ
カ
カ
リ

ケ
レ

ハ
、

サ
テ

ハ
タ

ハ
カ
リ
ケ
ル
事
ヤ
、
サ
ラ

ハ
打
取

レ
者
共
、

ト
テ
サ

ト
打
開

テ
、
十
方

ヨ
リ
散

々

二
是

ヲ
射

ル
、

其
箭
蓑

ノ
毛

ノ
如
ク
身

二
立
チ
ク

レ
ト
モ
、

少

モ
痛

マ
ス
、
走
リ
懸
リ
キ
ッ
テ
廻
リ
ケ

ル
程

二
、

ヨ
キ
者

三
騎
立
所

二
切

テ
落

シ
、

ア

マ
タ

ニ
手
負

セ
テ
、
今

ハ
叶

ハ
シ
ト
ヤ
思

ピ
ケ
ン
、
腹
十
文
字

ニ
カ
キ
切

テ
、
南
枕

二
臥

テ
死

ニ
ケ
リ
、

ア

ハ
レ
剛

ノ
者

ヤ
、
人
ヲ
仕

ハ
・
カ

・
ル
若
党
ヲ
仕

テ
コ
ソ
ト
感

セ
ヌ
人

ハ
無
リ
ケ
リ

(
鵬

.
棚
頁
)

と

あ

る

。

諸

本

の
中

で
は

西

源

院

本

に

最

も

近

い
が

、

そ

れ

で
も

傍

線

部

な

ど

細

部

に
相

違

が

あ

り

、
完

全

に

一
致

す

る
伝

本

を
知

ら

な

い
。

ま

た
前

掲

の
ー

の
部

分

の
後

半

、
西

源
院

本

(
天
正
本
も
)
は

①

山

城

守

宗

村

、

女

房

を

刺

し
殺

す

。

②

八

幡

六
郎

、
高

貞

の

三
歳

の
子

を
修

行

者

に

た
く

す

。

と

い

う
順

序

(
玄
玖
本

.
南
都

本
は
②

.
①
の
順
)

で

あ
り

、

宝

徳

本

も

同

じ
順

序

を

と

る

。

す

な

わ

ち

高

貞

逃

走

諏

全
体

の
記

事

順

序

は
天

正

本

に

一
致

す

る

が

、
詞

章

に

つ

い
て

は

西

源
院

本

に

近

い
、

と

い

う

こ

れ
ま

で
に
報

告

さ

れ

て

い

な

い
形

の
本

文

を
持

つ
。

こ

う

し

忙
本

文

異

同

の
繁

雑

さ

は
娠

冶

判

官

の
話

が

一
次

的

に
成

立

し

た
も

の
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で
は
な
く
、
い
く

つ
か
の
段
階
を
も

っ
て
生
成
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う

が
、
宝
徳
本
を
も
視
野
に
入
れ
た
該
話
生
成
の
詳
細
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た

い
。

*

*

*

巻

二
十

六

「
従

伊

勢

国

進

宝

劔

事

」

は

大

旨

西

源

院

本

に
同

じ

(
m
～
阻
頁
)
で

、

玄

玖

本

・
南

都

本

と

は
異

な

る
。

神

田

本

は
切

り

継

ぎ

に

よ

る

混
合

本

文

で

あ

る
。

「
秦

穆

公

事

付

和

田
楠

打

死

事

」

の

う

ち
正

行

最

期

の
条

は

、

師
直

已
引
色

二
見

ケ
ル
庭
、
九
国

ノ
住
人
櫨
四
郎
ト
云
ケ

ル
強
弓

ノ
手
足
箭
次
早
、
自

馬
飛
下
逃

ル
兵
共

ノ
ト
キ
捨

タ

ル
胡

録
尻
籠
拾

ヒ
、
雨

ノ
降
如

ク

ニ
散

々

二
射

タ
リ
ケ

ル

ニ
、
和

田
新
発
意

七
ケ
所

マ
テ
射

ラ
レ
ヌ
、
楠

左
右

ノ
膝

口
三
所
、
右

ノ
ホ
ウ
崎

、

左

ノ
目
尻
、
箆
深

二
射
ラ

レ
テ
、

其

ノ
矢
冬
野

ノ
草

ノ
霜

二
臥
タ

ル
カ
如

ク
折
懸

タ
リ
、

　
マ

マ
　

其
外

一
騎
当
千

ト
薦

タ
ル
兵
縄

二
百
十

三
人
、
何

モ
皆
血

二
深

テ
深
手
浅
手

二
三
ケ
所

被

ラ
ヌ
物
無

リ
ケ
リ
、
馬

ニ
ハ
放

レ
、
身

ハ
疲

レ
タ
リ
、
今

ハ
是

マ
テ
ト
ヤ
思
ケ

ン
、

楠
帯
刀

正
行
、
舎
弟
次
郎
正
時
、
和

田
新
発
意
三
人
、

立
ナ
カ
ラ
差
違
同
枕

二
臥

タ
リ
、

吉
野

ノ
御
廟

ニ
テ
過
去
帳

二
入
タ
リ
シ
兵
、
是

マ
テ
猶
六
十
三
人
打
残

サ
レ
テ
有

ケ

ル

カ
、
今

ハ
是

マ
テ
ソ
イ
サ
ヤ
面

々
同
道
申
サ

ン
ト

テ
、
同
時

二
腹
掻
切

テ
、
同
枕

二
臥

ニ
ケ
リ

(
麗
頁
)

と

あ

り

、

神

田

本

・
西

源

院

本

・
玄

玖

本

に
同

じ

。
南

都

本

は
各

人

の

討

死

の
様

が

詳

細

で
あ

る
。

巻

二
十

八

は
本

文

異

同

の
甚

だ

し

い
巻

で

あ

る
。

目
録

を

示
す

と

、

清
水
寺
炎
上
事
付
田
楽
事

左
兵
衛
督
欲
被
謙
於
師
直
事

上
杉

豆
州
流
罪
事

雲
景
未
来
記
事

天

下
怪
異
事

の

五
章

段

か

ら
成

り

、
前

節

で
触

れ

た
記

事

の
有

無

・
順

序

、
特

に

雲

景
未

来

記

の

こ
と

が

巻

の
後

半

に
来

て

そ

の
後

に

大
雨

・
天

変

の

こ
と

が

あ

る

こ
と

、

義

詮

上

洛

・
崇

光

天

皇

大

礼

の
記

事

が

な

い

こ
と

等

か

ら

判

断

す

る

と

神

田
本

・
西

源

院

本

の
系

統

で
あ

る
と

い

え

よ

う
。

詞

章

の
面

か
ら

も

同

様

の

こ
と

が

言

え

る

か
、

と

い

う

こ
と

を
以

下

で
確

認

す

る

。
巻

頭

は

貞
和

五
年

二
月

二
十
六
日

ノ
夜
半
計

二
、
将
軍
塚
修

シ
ク
鳴
動

シ
テ
虚
空

二
兵
馬

ノ
馳

通

ル
音
半
時
計

シ
ケ
レ

ハ
、
京
中

ノ
貴
賎
、

コ
ハ
何
事

ノ
ア
ラ

ン
ス
ラ
ン
ト
胆
魂

ヲ
却

ケ

ル
虚

二
、
明

ル
ニ
十
七
ロ

ノ
午

ノ
剋

二
、
清
水
坂

ヨ
リ
俄

二
失
火
出
来

テ
、
(
鵬
頁
)

で
始

ま
り

神

田

本

・
西

源

院

本

・
玄

玖

本

に

同

じ
。

南
都

本

と

は

異

な

る

。

「
田

楽

事

」

の
桟

敷

倒

れ

の

一
節

、

見
聞

ノ
貴
賎
上
下
オ

メ
キ
叫

テ
感

シ
ケ

ル
程

二
、
何

カ
シ
テ
崩

レ
ソ
メ
ケ
ン
、
三
重

二

構

ヘ
タ

ル
御
淺
敷
、
下
桁
微
塵

二
打

レ
砕

ケ
テ
、
鳴

ハ
タ
メ
ク
、
ア
レ
ヤ
ト
云
程

コ
ソ

有

リ
ケ
レ
、
作
リ
連

ケ
タ

ル
大
物

ト
モ
ナ
レ

ハ
、
何

ト
シ
テ
カ
拘

ル
所

モ
有

ル
ヘ
キ
、

上
ド
ニ
百

四
十
九
間

ノ
桟
敷

ト

モ
、
将
碁
倒

ス
ル
カ
如

ク
、

一
度

二
同
ト
ソ
倒
ケ

ル
、

若

干
ノ
大
物
共
、
上

力
上

二
落
重

リ
ケ
レ

ハ
、
矢
庭

二
被
二
打
殺
一
タ

ル
人

五
百
余
人
、

腰
膝

ヲ
被
二
打
折

一、
手
足

ヲ
打
切

プ
レ
、
或

ハ
己
ト
抜

タ
ル
太
刀
長
刀

二
此
彼

ヲ
突
貫

レ
テ
血

ニ
マ
ミ
レ
、
或

ハ
湧

セ
ル
茶

ノ
湯

二
身

ヲ
焼

キ
泣
喚
キ
、
只
衆
合
叫
喚

ノ
罪
人

モ
角

ヤ
ト
ソ
覚

テ
哀

レ
ナ
リ

(
窩

・
脳
頁
)

と

あ

り
玄

玖

本

・
神

田
本

・
西

源
院

本

に

同

じ
。

南

都

本

は

や

や
異

な

る

。

「
左
兵

衛

督

欲

被

詠

於

師

直

事

」

の

う

ち

、
人

名

列

挙

の
条

は

先
三
条
殿

へ
参

リ
ケ

ル
人

々

ニ
ハ
、
石
堂

入
道
、
上
杉
伊
豆
守
重
能
、

同
左
馬
介

蒐
ζ
、

畠
由
大
蔵
少
輔
直
宗
、
石
橋
左
兵
衛
佐
和
義
、
子
息
治
部
少
輔
宣
義
、
高
南
遠
江
守

ζ

ζ
、
大
高
伊
与
守

玄
ζ
、
嶋
津
四
郎
左
衛
門

≧
ζ
、
曽
我
左
衛
門
尉

ζ
ζ
、
饗
場
弾
正

少
弼
尊
宣
、
須
賀
左
衛
門

ζ
ζ
、
斎
藤
左
衛
門
大
夫
ヲ
始

メ
ト
シ
テ
、
日
来

ヨ
リ
弐
ヲ

存

セ
サ
ル
人

々
三
千
余
騎

、
三
条
殿

ヘ
ト
馳
参

ル

執
事

ノ
方

へ
付
ケ

ル
人
々

ニ
ハ
、
仁
木
左
京
大
夫
頼
章
、
同
右
京
大
夫
義
長
、
舎
弟
弾

正
少
弼
頼
勝
、
細
川
相
模
守
清
氏
、
同
讃
岐
守

ζ
≧
、
吉
良
左
京
大
夫

ζ
ζ
、
山
名
伊

豆
守

ζ
ζ
、
今
川
五
郎
入
道

ζ
ζ
、
同
駿
河
守

≧
ζ
、
千
葉
介
貞
胤
、
宇
都
宮
三
河
入
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道

ζ
ζ
、
同
遠
江
入
道

ζ
ζ
、
土
岐

大
膳
大
夫
、
佐

々
木
佐
渡
判
官

入
道

々
誉
、
同

六

角
判
官

ζ
ζ
、
武

田
伊
豆
守

ζ
ζ
、
小
笠
原
遠
江
守

ζ
ζ
、

戸
次
丹
後
守

ζ
ζ
、
荒
尾
、

つ
し
コ

関
東
、
土
肥
、
土
屋
、
多
々
院
ノ
御
家
人
、
常
陸
.平
治
、
甲
斐
源
氏
、
高
家
ノ
一
族
ハ

申
二
不
及

(窩
～
㎜
頁
)

と
あ
り
、
神
田
本

・
西
源
院
本
に
同
じ
。
但
し
傍
線
部
を
欠
い
た
り
、

「
ζ
ζ
」

(実
名
を
省
略
し
た
意
味
か
)

を
記
さ
な

い
と
い
っ
た
微
細
な
相
違
は
あ
る
。

玄
玖

本
に
も
近
い
が
少
異
あ
り
、
南
都
本
と
は
大
き
く
異
な
る
。
こ
の
後
の
尊
氏
と
師

直
の
交
渉
の
部
分
も
神
田
本

・
西
源
院
本
に
同
じ
本
文
を
持
つ
。

「右
兵
衛
佐
直
冬
鎮
西
没
落
事
」
・
「
直
義
朝
臣
隠
遁
事
付
玄
恵
法
印
末
期
事
」

(版
本
の
章
段
名
)
も
神
田
本

・
西
源
院
本
に
同
じ
。
但
し
、
宝
徳
本
は
後
者
の
中

の
直
義
の
和
歌

「長
ラ
ヘ
テ
ト
ヘ
ト
ソ
思
フ
」
(西
源
院
本
㎎
頁
)
を
欠
く
。
「
上
杉

豆
州
流
罪
事
」
も
神
田
本

・
西
源
院
本

に

一
致
す
る
。

「雲
景
未
来
記
事
」
も
神
田
本

・
西
源
院
本
に
細
部
に
至
る
ま
で

一
致
す
る
。

巻
二
十
八
の
大
尾

「
天
下
怪
異
事
」
は

六
月
三
日
、
八
幡
の
宝
殿
鳴
動

六
月
十
日
、
天
変
つ
づ
く

後
六
月
五
日
、
雷
光
あ
り

の
順
で
記
し
、

是
只
事
ナ
ラ
ス
、
何
様
ニ
モ
天
ド
ノ
変
ナ
リ
ト
申
合
ヘ
リ

(鵬
頁
)

で
結
ぶ
。
以
上
の
よ
う
に
巻
二
十
八
は
記
事
順
序

・
詞
章
と
も
に
神
田
本

・
西
源

院
本
に

一
致
す
る
。

*

*

*

巻

三

十

「
松

岡

城

周

章

事

」

の
う

ち

薬

師

寺

公

義

遁

世

の
条

は

シ
カ
シ
憂
世

ヲ
捨

テ
、
此

ノ
人

々
ノ
後
生
ヲ
訪

シ
ニ
ハ
ト
、
俄

二
思
定

テ
、
自
薯
押

キ

リ
テ
、
濃
墨
染

二
身

ヲ
替

テ
、
高
野
山

ヘ
ソ
上

リ
ケ

ル
、
仏
種

ハ
縁

ヨ
リ
起

ル
事

ナ
レ

ハ

・

(
晒
頁
)

と

あ

り

西

源

院

本

に
同

じ

。

玄

玖

本

・
南

都

本

は

「
取

ハ
憂

シ

ト

ラ
ネ

ハ
人

ノ
数

ナ
ラ
ス
」
・
「高
野
山
浮
世
ノ
夢
モ
覚
ヌ
ヘ
シ
」
の
二
首
の
和
歌
を
の
せ
る

(玄
玖

本
四
㎜
頁
)。
神
田
本
は
こ
の
巻
欠
。

巻
三
十

一

「錦
小
路
殿
逝
去
事
」
は

今
年
ノ
春
ハ
、
禅
門
叉
怨
敵
ノ
為
二
毒
ヲ
呑
テ
失
給
ゲ
ル
コ
ソ
哀
ナ
レ
、
三
過
門
間
老

病
死
、

一
弾
指
項
去
来
今
、

々
二
始
ヌ
事
ナ
レ
ト
モ
、
三
年
ノ
中
二
日
ヲ
不
レ替
酬
ピ

ケ
ル
コ
ソ
不
思
議
ナ
レ

(脇
頁
)

で
お
わ
り
、
玄
玖
本

・
西
源
院
本
に
同
じ
。
南
都
本
は
や
や
長
い
評
言
を
持

つ
。

巻
三
十
二

「
笛
吹
峠
軍
事
」
も
玄
玖
本

・
神
田
本

・
西
源
院
本
に
同
じ
本
文
を

持

つ
。
南
都
本
系
統
は
や
や
異
文
を
持
つ
。
例
示
は
省
く
が
長
尾
弾
正

・
根
津
小

次
郎
に
つ
い
て
の
記
述

(西
源
院
本
晒
頁
)
に
そ
の
相
違
が
顕
著
に
窺
え
る
。

*

*

*

巻

三
十

三

「
山

名

右

衛

門

佐

為

敵

事

」

の

一
節

、

四
目
結

ノ
旗

一
流
、
真
如
堂

ノ
前

二
下
リ
合

フ
タ
リ
、
誰

ソ
ト
見

レ
ハ
佐

々
木

ノ
山
中

判
官
定
詮
也
、
和

田
楠
此
敵

ノ
気
ヲ
計

テ
猶
平
野

二
帯

キ
出
サ

ン
為

二
、
法
勝
寺

ノ
西

ノ
門

ヲ
打
過

テ
、
二
条
河
原

ヘ
チ
ト
引
退

キ
ケ
レ

ハ
、
案

ノ
如

ク
佐

々
木
五
百
余

キ

ニ

テ
懸
出

タ
リ
、
和

田
楠
千
余
騎

ノ
勢
、
東
西

二
開
合

セ
テ
、
散

々

二
射

ル
、
射

レ
共
佐

々
木
事

ト
モ
セ
ス
、
敵

ヲ
三
方

二
相
ウ
ケ
テ
火

ヲ
散

テ
戦
タ

ル
、
山
名

力
執
事
小
林

右

京
亮
手
合

ノ
合
戦

シ
違
テ
、
敵

二
横
合

二
合

テ
攻
戦

フ
、
佐

々
木
両
勢

二
手
痛

ク
懸
ラ

レ
テ
叶

ハ
シ
ト
ヤ
思

ケ

ン
、
後
陣

ノ
荒
手

二
譲

テ
、
神
楽
岡

へ
引
退
ク
、
宮
方
手
合

ノ

軍

二
打
勝

テ
、
恐

ル

・
所

モ
ナ
ク
、
東

ノ
方

ヲ
見
タ

レ
ハ
、
土
岐

ノ
桔
梗

一
揆
ト
覚
テ

(
鵬
頁
)

と

あ

り

永

和
本

に

同

じ

(
雄
松
堂
書
店
版
、
鉛
印

42
頁
下
に
相
当
)
。
神

田
本

は

こ
の
部

分

、

一
行

の
右

側

に
永

和

本

的

本

文

を

、

左
側

に
玄

玖

本

的

本

文

を

併

記

す

る

(
刊
本
闘
頁
上
)
。
玄

玖

本

と

南

都

本

は

同

じ

で

、
西

源
院

本

は

ま

た
別

の

異
文

。

こ

の
永

和
本

に

一
致

す

る

本

文

は

、
参

考

本

の
引

く

金

勝

院
本

と

も

同

じ

(
刊
本
下
謝

頁
下
～
謝
頁
上
)

で

あ

る
。

但

し
京

大

本

(
巻
三
+

三
に
相
当
)
は

玄

玖
本

の
本

文

に

一
致

す

る

。
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巻
三
十
三

「
鬼
丸
事
」
に
つ
い
て
の
末
尾
は

高
時
ノ
代
二
至
ル
マ
テ
、
身
ヲ
不
レ放
守
リ
ニ
ソ
シ
タ
リ
ケ
ル

(鵬
頁
)

と
あ
り
、
高
時
以
後

の
伝
来
に
つ
い
て

の
記
述
は
な
い
。
神
田
本

・
玄
玖
本

・
南

都
本

・
永
和
本
に
同
じ
、
西
源
院
本
は
後
日
讃
を
記
す
。

「
鬼
切
事
」
に

つ
い
て

も
同
様
な
現
象
が
み
ら
れ

(
脚
貝
)、
西
源
院
本
は
後
日
諏
を
持

つ
。
ま
た
例
文
は

略
す
が

「
神
南
合
戦
事
」
の
本
文
も
永
和
本

の
み
と

一
致
し
、
神
田
本

・
西
源
院

本

・
玄
玖
本

・
南
都
本
と
は
異
な
る
。

「
八
幡
御
託
宣
事
」
の
末
尾
に
三
首
の
落

首
は
な
く
、
こ
れ
も
永
和
本
に
同
じ
で
あ
る
。
他
本
こ
れ
を
持

つ
。

一

以
上
の
よ
う
に
宝
徳
本
巻
三
十
三
は
、
校
異
か
ら
判
断
で
き
る
殆
ん
ど
す
べ
て

の
箇
所
に
お
い
て
永
和
本
巻
三
十
二
に

一
致
す
る
。
比
較
の
対
象
に
し
て
い
る
古

}
態
四
本
が
い
ず
れ
も
永
和
本
と
は
別
系

統
の
本
文
を
持

っ
現
状
に
お
い
て
、
宝
徳

}}
本

(永
和
本
に
次
い
で
古
い
書
写
で
あ
る
)
が
永
和
本
と
同
じ
本
文
を
持

つ
こ
と
を
確

認
出
来
だ
こ
と
は
、
本
文
の
流
動
を
考

え
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。

*

*

*

巻
三
十
四

「新
田
左
兵
衛
佐
義
興
自
害
事
付
江
戸
遠
江
守
事
」
の
末
尾
近
く
、

義
興
の
怨
霊
が
江
戸
遠
江
守
を
と
り
殺
し
た
後
の

有
為
無
常
之
世
ノ
習
、
明
日
ヲ
知
ヌ
命
ノ
中

二
僅
ノ
欲
二
耽
リ
…
…
(下
略
)
(脚
頁
)

と

い
う
西
源
院
本
で
四
行
程
の
評
言
は
な
く
、
玄
玖
本

・
南
都
本

・
神
田
本
に
同

じ
で
あ
る
。

巻
三
十
五

「
宰
相
中
将
殿
賜
将
軍
宣
旨
事
」
の
後
半
、
佐
々
木
秀
詮
が
宣
旨
を

受
け
取
る
理
由
を
記
し
た
部
分
は
な
く
、
玄
玖
本

・
南
都
本

・
神
田
本
に
同
じ
。

西
源
院
本
は
こ
れ
を
持

つ

(
晒
.
鰯
頁
)。

巻
三
十
五

「
紀
州
龍
門
軍
事
」
の
末
尾
近
く
、
古
態
四
本
の
中
で
は
西
源
院
本

の
み
が
宮
方
の
塩
谷
中
務
の
最
期
の
様
を
詳
述

(
脳
頁
)
す
る
が
、

宝
徳
本
は
神

田
本

・
玄
玖
本

・
南
都
本
に
同
じ
く
簡
略
。
次
の

「紀
州
二
度
目
軍
事
」
の
末
尾

は

少

シ
モ
不
レ
支
、
龍
門

ノ
陣
ヲ
落

サ
レ
テ
、

阿
瀬
河
ノ
城

へ
籠

リ
ケ

ル
、

哀

レ
サ
リ
ト

モ
塩

ノ
谷
ノ
中
務

力
有

ル
程
ナ
ラ

ハ
、
同

ク
引
ト

モ
恥

ア
ル
合
戦

一
戦

シ
テ
、
御
方
打

ル

・
其
敵

ヲ
モ
若
干
亡
サ

ヌ
事
有

ラ

シ
ト
、
御
方

ノ
軍
勢
云

ケ
レ
ト
、

一
騎
当
千

ノ
兵

共
、
カ

・
ル
者

ヲ
ヤ
云

ヘ
カ

ル
ラ

ン
ト
思

ハ
ヌ
者

ハ
無

リ
ケ
リ
、
芳
賀
伊
賀
守
、

二
度

目

ノ
恥
ヲ
洗

テ
紀
州

ノ
打
手
皆
津
々
山

ノ
陣

へ
帰
リ
ケ

ル

(
粥
頁
)

と

あ

り

西

源
院

本

に

同

じ

。

神

田

本

・
玄

玖

本

・
南

都

本

と

は
異

な

る
。

*

*

巻

三

十

六

「
山
名

作

州

発

向

事

井

北

野

参

詣
人

世

上

雑

談

事

」

の

う
ち

の

い
わ

ゆ

る

〃
北

野

通

夜

物

語

事

"

は
前

節

で
触

れ

た
よ

う

に
記

事

の
有

無

に
係

る
異

同

が

あ

る

。
文

脈

を

示

す

た

め
各

説

話

の
連
接

部
分

を
引

く
。

日
蔵

上

人

の

こ
と

の

末

尾

か

ら

記

す
。

彼
帝
随
分
慰
レ
民
治
レ
世
給

シ
タ

ニ
、
地
獄

二
落
給

フ
、
又
承
久
已
降
武
家
代

々
天
下
ヲ

治

シ
事

ハ
、
評
定

ノ
末
座

ニ
テ
承
置

シ
事
也
、
抑
武
家

ノ
世
盛
成

シ
カ

ハ
、
尺
地

モ
其

ノ
有

二
非

ス
ト
云
事

ナ
シ
、

一
家

モ
其

ノ
民

二
非
ト
云
事
無

シ
、

シ
カ

レ
共
、
武
威
ヲ

不
守

故
、
地
頭
敢

テ
領
家
ヲ
不
レ侮

、
守
護
曽

テ
検
断

ノ
外

二
不
レ
綺
…
…

(
14
)

(大
系
本
日
珊
頁
相
当
)

〔
以
下
大
田
文

の
こ
と
、
泰
時
明
恵
に
会
談

の
こ
と
〕
周

ノ
文
王

ノ
時
、

一
国

ノ
民
畔

ヲ
譲
リ

シ
モ
、
文
王

一
人

ノ
徳
諸
国

二
及
ト
云

々
、
畔

ヲ
譲

ル
ト
云

ハ
、
我

田
ノ
境

ヲ

人

ノ
田

ノ
方

へ
譲
与

ル
心

ナ
リ
、
仮

ニ
モ
人

ノ
地
ヲ
掠
取
事
無

キ
ナ
リ

〔※
〕
大
守

一

人
小
欲

二
成
給

ハ
、
天
下
小
欲

ニ
ナ
ル
ヘ
シ
、
泰
時
此
語
ヲ
信

シ
テ
、
父
義
時
朝
臣

ノ

頓
死

シ
テ
、

譲
状

ノ
無

リ
シ
時

(
枷
頁
)
、
…
…

(
申
略
)

…
…

此
体
ヲ
見

ル
ニ
僻
事

ア
ラ

ハ
、
臆
而
イ
カ
ナ

ル
目

ニ
モ
可
レ
被
レ
合
ト
テ
、
或
和

談

シ
、
或
僻
事

ノ
方

ハ
負

テ

論
所

ヲ
渡

シ
ケ

ル

(
謝
頁
)

〔
*
〕

然

二
大
守
逝
去

ノ
後
、

背
二
父
母
一
失
二
兄
弟

一人

倫

ノ
孝
行
日

二
添
衰

へ
、
年

二
随
廃

ル
、

一
人
正

ケ
レ

ハ
万
人

二
随
事
分
明
也
、
然

ル

(
説
頁
)
〔
◎
〕

二
今

ノ
世

ノ
ニ
代

ノ
武
将

一
人
ト
シ
テ
是
ヲ

コ
ノ

マ
ス
、
抑
角

テ

ハ
世

ノ
治

ル
ト
云
事

ノ
候

ヘ
キ
、

セ
メ
テ

ハ
宮
方

ニ
ソ
、
君

モ
久
民

ノ
愁

ヲ
知
食

シ
(
枷
頁
)

〔
以
下
、
雲
客
が
周

の
大
王

の
話

を
す

る
〕
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古

源
院
本

で
は
※
に
文
王
の
徳
の
こ
と
を
三
行
程

(
㎜
頁
)・
*
に
寛
喜
元
年
の
飢

謹

の

こ
と

、

泰

時

倹

約

の

こ
と

を

記

す

(
㎜
頁
)
。
◎

の
部

分

、

他

本

に

は

ー

1
、
時

頼
廻
国
修
行

の
こ
と

(
版
本
で

一
丁
半
)

(
15
)

亜
、
貞

時
廻
国

の
こ
と

(
版
本
で
約
半
丁
)

}

皿
、
青

砥
左
衛
門

の
こ
と

(
版
本
で
五
丁
)

一
が

あ

り

、

特

に

ー

・
皿

は
管

見

の

す

べ
て

の
伝

本

が

持

つ
が

、

宝

徳

本

は

ー

・
∬

「

皿
を
全
く
欠
く
・
他
本
に
な
い
独
自

の
あ
り
方
で
・
そ
の
意
味
す
る
所
は
別
に

{
考

え

た

い
。

}㎜

*

苦

*

巻
三
十
七

「清
氏
隠
謀
企
井
子
息
元
服
事
」
の
志

一
上
人
に
つ
い
て
の
条
、

一

何
ト
無

ク
古

郷

三
ア
候

ヘ
ハ
京

都

モ
ナ

ツ
カ
シ
ク
候
共

畠

山
響

領

二
峯

候

テ
・

}

其
為
上
洛

シ
タ
リ
ト
ソ
申

ケ
ル
、
此

志

一
ヒ
人

ハ
元
来
邪
天
道

ノ
法
成
就

ノ
人

ナ
ル
上
、

}

近
比
讐

ニ
テ

諸
人
奇
特

ノ

思

ヒ
ヲ

成

シ
、

帰
依
浅

カ
ラ

ス
、

サ

ル
く

ナ
ラ
ス
、

}

畠

山
入
道
諸
事
深

ク
信
仰

二
愚
ミ
入
テ
、
関
東

ニ
テ
モ
不
思
議
共
現

シ
ケ

ル
人
也

(
下

一

略
)

(
㎜
貞
)

　

コ　

一
と
あ
り
神
田
本

・
西
源
院
本

・
玄
玖
本

に
同
じ
。
南
都
本
は
こ
の

一
節
を
欠
く
。

一

巻
三
十
九

「
西
長
尾
軍
事
」
の
細
川
清
氏
奮
戦

の
条
・

「

吾

朝
秋
津
嶋

ノ
中

二
生

レ
テ
、
清
氏

二
一
太
刀

ヲ
モ
打
付

ヘ
キ
者

ハ
覚

ヘ
ヌ
物

ヲ
、
ト

テ
呼

ハ
リ
テ
、
只

一
騎
叉
大
勢

ノ
中

へ
懸
人
給

(中
略
)

愛

二
備
中
国

ノ
住
人
真
壁
孫

{

四
郎
、
是

コ
ソ
相
模
殿

ヨ
ト
見
タ
リ
ケ

レ
ハ
、
縦

ヒ
身

ヲ
千
々

二
砕

カ

ル
共
、
敵

ノ
大

将

二
寄
合

テ

コ
ソ
死

ナ
メ
ト
思

ピ
ケ

レ

ハ
、
馳
寄

セ
テ
懸
違

へ
様

二
、
長
鍵

ノ
柄

ヲ
取

ノ
ヘ
テ
、
放

チ
ツ
キ

ニ
相
模
守

ノ
乗
給

ヘ
ル
鬼
鹿
毛

力
草
脇
ヲ
ソ
突

タ
リ
ケ

ル(脳
頁
1

)

　
と

あ

り

、
玄

玖
本

・
西

源
院

本

に

同

じ

。

南
都

本

は

長

い
異

文

が

あ

る

。

「
和

田

事

」

(整
版
本

は

「
和
田
楠

与
箕
浦
次
郎
左
衛
門
軍
事
」
)
の

う

ち

、

木

村

兵

庫

助

の
逃

[
避

行

の
条

は

西

源

院
本

(
㎜
貞
)

に
比

し
長

文

で

、
玄

玖

本

・
南

都

本

に

同

じ
本

一
文

を
持

つ
。

*

*

*

巻

四

十
上

「
諸

大
名

麗

道

朝

事

」

の
終

わ

り

、

道

朝

の
北

陸

行

の
条

、

道
朝
二
冨
ヲ
待
連

テ
、
越
前

ヘ
コ
ソ
下
リ
ケ

レ
、
去
程

二
我
身

ハ
杣
山

ノ
城

二
籠

リ
、

子
息
治
部
大
輔
義
将

、
舎
弟
民
部
小
輔
義
種
、
嫡
孫
左
近
将
藍
義
高
三
人
、
栗
屋

ノ
城

二
籠

リ
北
国

ヲ
打
随

ヘ
ン
ト
威
ヲ
振

ハ
レ
ケ

ル
由
聞

ヘ
シ
カ

ハ
、
畠
山
尾
張
守
義
深
、

守
護

二
成

シ
、
山
名
中
務
大
輔
氏
冬
、
舎
弟
修
理
亮

高
秀
、
土
岐
左
馬
助
義
行
、
佐

々

木
判
官
人
道
崇

永
、
舎
弟
山
内
判
官
入
道
崇
誉
、
同
治
部
小
輔
高
秀
、
赤
松
大
夫
判
官

光
範
、
舎
弟
兵
庫
助
範
顕
、
富
樫
介
昌
家
、
此
人

々

二
六
ケ
国

ノ
勢

七
千
騎

ヲ
差
添

テ
、

彼
杣
山
城

ヲ
十
重
廿
重

二
取
巻
テ
、

日
夜
朝
暮

二
攻
ケ

レ
ト
モ
、

高
レ
山
峙

チ
地

ノ
利

ヲ
得

テ
兵
粗
水
木
卓
散

ナ

レ

ハ
、

何
年
攻

ト
云
共
、

此
城
可
レ
被
レ
落
ト

ハ
不
レ
見

ケ
リ

斯

ル
庭

二
太
夫
入
道
道
朝

ハ
、

俄

二
病

ノ
霧

二
被
レ侵

、

貞
治

五
年
七
月
十

三
日
逝
去

シ
給

シ
カ
、
治
部
大
輔

義
将
様

々
ノ
愁
訴

二
依

テ
、
同
九
月

二
宥
免
有

テ
、
安
堵

ノ
御

判

ヲ
被
レ
成
、
越
中

ノ
守
護
職

ヲ
拝
領
有

シ
カ

ハ
、

兄
弟
臆

テ
彼
国

へ
馳
越

テ
、

桃

井

伊
与
守
、
同
右
馬
助

ヲ
詠
舗

シ
テ
、
北
国
無
為

二
治

シ
カ

ハ
、
不
ロ

ニ
京

へ
召
上

セ
ラ

　く
り

　
せ

レ
給

ニ
ケ
リ

(
12

・
12

頁

)

¶
1
」

-
ー
ム

と

あ

る
。

玄

玖

本

・
南

都

本

・
西

源

院
本

と

も

異

な

る
。

管

見

の
諸

本

の
中

で
は

米

沢

本

(
巻
四
+

一

「
修
理
大
夫
入
道
道
朝
杣
山
楯
籠
事
」
)

・
吉

田
文

庫
本

(
巻
四
+

「
道
朝
楯
籠
柚
山
城
事
」
)

の
本

文

に
極

め

て
近

い

(人
名

の

一
部
に
異

同
は
あ
る
が
)。

巻

四

十

下

「
春

日

神

木

御

帰

座

事
諸

卿

供

奉
事

」

は
、

尾
張
修
理
大
夫
入
道
々
朝

ハ
ニ
宮
信
濃
守

ヲ
待
連

テ
、
道

ノ
程
無
子
細
越
前
国

二
下
着

シ
給

ケ
リ
、
懸
リ

シ
カ

ハ
貞
治
五
年
八
月
十

二
日
越
前
国
川

口
庄
南
都

へ
被
二
返
付

一ケ

レ
ハ
、
神
訴
已

二
達
テ
神
木
鰭

テ
御
座
有

リ
、
今
度

ハ
何

ヨ
リ

モ
藤
氏

ノ
卿
上
雲
客
奇

麗

ヲ
尽

シ
、

神
幸

二
供
奉

セ
ラ
ル
ヘ
シ
ト
其
沙
汰
有

シ
カ

ハ
、

将

軍
ヲ
奉
レ
始

テ
武
家

ノ
大
名
洛
中

ノ
貴

賎
、

淺
敷

ヲ
打
連

テ
是

ヲ
奉
レ
拝

シ
、

既

二
其
日

二
成

シ
カ

ハ
、
長

講
堂

ノ
南
庭

二
布

テ
席

ヲ
参
仕

ノ
諸
卿
、
次
第
λ
＼

二
着
座

セ
ラ
ル
、
干
時
左
右

ノ
伶

人
色

々
ノ
唐
装
束

ニ
テ
握

二
陳

参
シ
、
帷

ヲ
巻

テ
奏
二
乱
声

一、
先

一
番

二
石

ノ
上
布
留

ヲ
出
奉

ル

(
㎜
頁
)
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と
あ
り
、
毛
利
家
本

・
天
正
本
の
い
ず

れ
も
巻
四
十
の
巻
頭
の
本
文
に

一
致
す
る
。

六
、
宝
徳
本

の
位
置

以
上
、
極
く
大
雑
把
に
校
異
か
ら
復

元
出
来
る
宝
徳
本
の
特
徴
的
な
本
文
を
見

て
来
た
。

そ
の
結
果
、
宝
徳
本
は
古
態
と
さ
れ
る
四
本

(神
田
本
.
西
源
院
本
.
玄

玖
本

・
南
都
本
)

の
い
ず
れ
か
の
本
文
と
殆
ん
ど
の
箇
所
で

一
致
し
た
。

特

に
西

源
院
本
と
同
じ
本
文
を
持

つ
こ

と

が

最

も

多

く

(詞
章
の
異
同
に
つ
い
て
触
れ

た
約
五
+
箇
所
の
う
ち
の
六
割
程
度
)
、
次

に
玄
玖
本

・
神
田
本
と
の

一
致

(と
も
に
約

四
割
)
が
多

い
。

南
都
本
と

一
致
す
る
の
は
二
割
程
度
で
、

そ
れ
も
南
都
本
の
み

と
の

一
致
は

一
例
も
な
く
、
南
都
本
が
玄
玖
本

・
神
田
本

・
西
源
院
本
と
共
通
す

る
本
文
を
持

つ
箇
所
に
お
い
て
で
あ
る
。
ま
た

『
太
平
記
』
諸
本
の
中
で
質
的
最

的
に
最
も
特
異
な
本
文
を
持

つ
天
正
本

の
類
の
み
と
の

一
致

例

は
な
い

(巻
四
+

下
に
一
例
あ
る
が
、
こ
れ
は
毛
利
家
本
も
同
じ
)
。
ご
く

一
部
に
毛
利
家
本

・
米
沢
本

・

梵
舜
本
に
近
い
例
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
明
ら
か
な
後
出
性
を
示
す
記
事
で
は
な

い
。さ
ら
に
宝
徳
本
の
み
の
独
自
な
記
事
構
成

・
詞
章
の
例
と
し
て
は
、
巻
十
五
の

持
明
院
統
の
院
宣
入
手
の
た
め
に
薬
師
丸
が
帰
京
す
る
記
事
を
欠
く
こ
と
、
巻
二

十

一
「
塩
冶
判
官
讃
死
事
」
で
師
直
が
湯
上
が
り
の
女
房
を
盗
み
見
す
る
条
を
欠

く
こ
と
、
同
じ
章
段
の
後
半
の
高
貞
の
逃
走
と
桃
井

・
山
名
等
の
追
撃
に
つ
い
て

叙
し
た
部
分

の
記
事
構
成
お
よ
び
詞
章

の
あ
り
方
、
巻
三
十
六
の
北
野
通
夜
物
語

の
中
の
時
頼
廻
国
修
行
の
事

・
青
砥
左
衛
門
の
事
を
い
ず
れ
も
欠
く
こ
と
、
巻
四

十
下
の
大
尾
を

「
光
厳
院
崩
御
事
」
で
閉
じ
る
こ
と
、
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
個
々

に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
宝
徳
本
の
独
自
異
文
も
、
他
本
よ

り
記
事
量
が
多
か

っ
た
り
、
内
容
的
に
明
ら
か
に
増
補
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
諸
本
の
中
で
は
古
態
を
示
す
本
文
の
形
態
で
あ
ろ
う
と
予
測
さ
れ

る
。

宝
徳
本
は
、
巻
数
お
よ
び
巻
の
分
け
方
と
い
っ
た
言
わ
ば
外
形
的
要
素
を
基
準

に
し
た
分
類
で
は
乙
類
本
に
位
置
し
た
が
、
詞
章
の
特
徴
は
む
し
ろ
甲
類
本
に
近

く
、
主
に
神
田
本

・
西
源
院
本

・
玄
玖
本
の
性
格
を
併
せ
持

つ
古
態
の
伝
本
の

一

つ
と
言
え
る
。
宝
徳
本
の
場
合
、
問
題
の
巻
二
十
六

・
二
十
七

・
二
十
八
の
分
割

は
乙
類
本
に
同
じ
だ
が
、
本
文
は
神
田
本

・
西
源
院
本
に
全
く

一
致
す
る
と
い
う

特
徴
を
持

つ
。
こ
の
こ
と
は
、
巻
数
お
よ
び
巻
の
分
け
方
を
基
準
に
し
だ
諸
本
の

分
類
方
法
は
、
確
か
に
手

っ
取
り
早
く
伝
本
を
分
類
で
き
る
も
の
の
、
そ
れ
が
必

ず
し
も
本
文
詞
章
の
特
徴
を
十
全
に
反
映
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
意
味

し
、
こ
の
分
類
基
準
に
は
い
さ
さ
か
再
考
の
余
地
が
な
い
で
も
な
い
。

ま
た
宝
徳
本
の
巻
三
十
三
は
記
事
構
成

・
詞
章
と
も
に
殆
ん
ど
す
べ
て
永
和
本

巻
三
十
二
(『太
平
記
』
の
成
立
か
ら
二
、
三
年
後
に
写
さ
れ
た
最
古
の
写
本
)
に
合
致
す

(
16
)

る
本
文
を
有
す
る
。
古
態
と
さ
れ
る
四
系
統
の
伝
本
は
い
ず
れ
も
永
和
本
と
は
異

な
る
系
統
で
あ
り
、

一
巻
分
の
み
だ
が
宝
徳
本
と
の

一
致
が
確
認
で
き
た
こ
と
は

貴
重
で
あ
る
。
仮
に
永
和
本
の
巻
三
十
二
以
外
の
諸
巻
が
現
出
し
た
な
ら
ば
、
そ

れ
ら
は
こ
の
宝
徳
本
の
本
文
に

一
致
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
他
の
諸

本

に
見
え
な
い
宝
徳
本
の
独
自
異
文
は
、
永
和
本
の
影
響
下
に
成
る
も
の
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。

巻
四
十
を
上

・
下
に
分
け
、
全
体
の
大
尾
を
光
厳
院
の
行
脚

・
崩
御
で
し
め
く

く
る
伝
本
が
曽
て
存
在
し
た
こ
と
は
、
小
稿
の
試
み
の
中
で
初
め
て
知
り
得
だ
こ

と
で
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く

『
桑
華
書
志
』
の
伝
え
る

一
条
兼
良
校
合
本
の
奥
書
の

伝
承
と
も
係
り
、

『
太
平
記
』
の
生
成
を
考
え
る
上
で
看
過
で
き
な
い
問
題
と
な

ろ
う
。
異
文
の

一
々
の
具
体
的
な
検
討
な
ど
、
小
稿
で
果
た
せ
な
か

っ
た
様
々
な

問
題
と
併
せ
て
次
稿
以
下
で
の
課
題
と
し
た
い
。

注
(
1
)
注

(
2
)

の
旧
稿

で

「
江
戸
中
期
の
刊
」

(
6
頁
)
と
し
た
が
、
そ
の
後
、
長
谷
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学大良奈

川
端
氏
の
御
教
示

に
よ
り
寛
永
無
刊
記
整
版
本
で
あ
る

こ
と
を
知

っ
た
。

(
2
)

こ
の
間

の
経
緯

に
つ
い
て
は
拙
槁

「
尾
張
藩
士
の

『
太
平
記
』

研
究
～

宝
徳
本
.

駿
河
御
譲
本
・
両
足
院
本
の
こ
と
な
ど
ー

」
(
「
青
須
我
波
良
」

29
号
、
昭
和
60
年
6
月
)
参

照
。

(
3
)

『
太
平
記
』

の
生
成
に
近
江
国
が
深

い
係
り
を
持

つ
で
あ
ろ
う

こ
と
は
諸
氏
に
指

摘
が
あ

る
が
、

こ
の
宝
徳
本
の
書
写
も
近
江
国
甲
賀

郡
の
圓
岳

(
の
)
明
室
宝
正
居

士
に
係

っ
て
な
さ
れ
た

こ
と
は
注
目

し
て
お
き
た

い
。

(
4
)

四
十
巻
本

の
原
形

の
成
立
を
応
安
五
、
六
年

(
=
二
七
二

.
七
三
)

の
こ
ろ
と
み

る
な
ら
ば

(
増
田
欣

「
太
平
記

の
成
立
」
(
『
日
本
文
学
全
史

3
中
世
』
昭
和

53
年
7

月
、
学
燈
社
)
姻
頁
、
成
立
か
ら
四
十
余
年
と
な
る
。

(
5
)
加
美
宏

『
太
平
記
享

受
史
論
考
』

(
昭
和
60
年
5
月
、
桜
楓
社
)
93
頁
。

(
6
)
章
段
名

は
復
元
で
き
る
宝
徳
本
の
そ
れ

に
よ
る
。

但
し
不
明

の
場
合

は

整

版

本

(
河
村
本
)

で
代
用
す
る
。

(
7
)

「
玄
玖
本
太
平
記
解
題
」

(『
玄
玖
本
太
平
記

㈲
』

(
昭
和

50
年
2
月
、
勉
誠
社

)

所
収
。

(
8
)

注

(
7
)

に
同
じ
。

(
9
)
鈴
木
登
美
恵

「
太
平
記
の
成
立

と
本
交
流
動
に
関
す

る
諸
問
題
ー

兼
良
校
合
本
太
平

記
を
め
ぐ
っ
て
ー

」
(
「
軍
記
と
語
り
物
」

7
号
、
昭
和

45
年
4
月
)
は

『
桑
華
書
志
』

著
録

の

一
条
兼
良
校
合
本

『
太
平
記
』

の
奥
書
を
紹
介

す
る
が
、
そ

こ
で
の

「
四
十

者

元
来
閾
之
」
・
「
一
七
廿
六
肝
九
各
有
本
末
」

と
い
う
伝
承

と
係
り

を
持

つ
か
。

(
10
)

『
太
平
記
諸
本

の
研
究
』

(
昭
和

55
年

4
月
、
思
文
閣
出
版
)
魏
～
W
頁
。

(
11
)

そ
れ
ぞ
れ
神

田
本

・
西
源
院

本

・
玄

玖
本

・
南
都

本
で
代
表

さ
せ
る
。

(
12
)

引
用
本
交
は
、
厳
密
に
言
え
ば
、
整
版
本

の
本
文

(
す
な
わ
ち
、
校
異
の
記
入
が

な

い
部
分
。
但

し
河
村
本

の
校
異

は
詞
章

・
語
句
の
相
違
は
記
す
が
、
表
記
上
の
微

細
な
異
同

に
ま

で
は
及
ぼ
な

い
)
と
、
宝
徳
本

の
本
文

(
校
異
と
し
て
記

さ
れ
た
部

分

)

と
は
区
別
す

る
べ
き
だ
が

(例

え
ば
ど
ち
ら
か
に
傍
線

を
付
す
な
ど
し
て
)
、

煩
雑
に
な
る
の
で
省
略
し
た
。
な
お
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
読
点
は
私
意
に
よ

る
。

(
13
)
以
下
は

「
西
源
院
本
」
・
「
相
当
」

を
省
き
頁
数
の
み
を
記
す
。

(
14
)
西
源
院
本
は
欠
け

る
記
事
が
あ
る
の
で
、
該
章
段
に
限
り
、
記
事
量
が
最
も
多

い

古
活
字
本
に
よ

っ
て
相
当
頁
数
を
示
す
。

(
15
)
該
話
は
神
田
本

・
西
源
院
本

・
京
大
本

・
毛
利
家

本

・
米
沢
本

・
今
川
家
本
な
ど

に
な

い
。

(
16
)

二
、
で
触

れ
た
よ
う
に
宝
徳
本
巻

三
十
三

の
巻
頭
目
録

の

「
東
寺
合
戦
事
」

の
下

に

「
慮
永
廿
三
年
丙
申
當

六
十
年
」

と
注
記
が
あ
り
、
原
宝
徳
本
の
巻
三
十
三
は
応

永

二
十
三
年

(
一
四

一
六
)
以
前
書
写

の
可
能
性
が
強

い
。
永
和

本
の
書
写
か
ら
四

十

一
年
後
。

〔付
記
〕

資
料

の
閲
覧

・
複
写

に
御
高
配
を
賜
わ

っ
た
国
立
国
会
図
書
館

・
名
古
屋
市
立
鶴
舞
中

央
図
書
館
他
に
深
謝
申

し
上
げ

る
。

ま
た
長
谷
川
端
氏

・
藤
井
隆
氏

・
水
野
柳
太
郎
氏
に

は
有
益
な
御
助

言
を
い
た
だ

い
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
小
稿

は
昭
和
六
十
年
度

文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金

(
一
般
研
究
◎
、
課
題
番
号

"
六
〇
五

一
〇
一
ゴ
ニ
四
、
代
表

者

"
中
京
大

学
教
授
長
谷
川
端
)
に
基
づ

く
研
究
成
果

の

一
部
で
あ
る
。
(舗

・
9

・
18
)
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